
　『農業経営者』は今月号で創刊 20 年を迎えた。本誌の
産声は次のようなものだった。
　「経営者の「意志」と「土」を信じる智恵においてし
か農業はありえない時代なのである。自由な意志と創造
力と健全なる欲望とを持つ、そして何より自ら選んだ道
を歩む「農業経営者」たらんとする「自負」を持つ人び
との存在なくしてこれからの農業はない」
　改めて読むと、隔世の感がある。というのは、今や農
業も一つの産業とみる向きが強くなってきたからだ。時
代がようやく本誌の主張に追いついてきたように思う。
　そして、第二声はこれだった。
　「この小さな雑誌は、「農業経営者」を読者としたい。
経営規模の大小でも、売上規模の大きさでもない。永続
性のために未来へ投資をし、それに汗をかくことをいと
わぬ「土を信じる者」と呼びうる人びとのことである」
　今もこの思いは変わらない。このことを念頭に置きな
がら、本誌は時代の変化の中で新しい経営のあり方を問
いかけたい。端的に言えば、それは「水田農業イノベー
ション」と「農村経営者」である。詳しくは次ぎのペー
ジから始まる特集をご覧いただきたい。世相に応じて農
業と農村に求められる事物は移ろうも、本質は何も変わ
っていないのである。　　　　（取材・まとめ／編集部）

今こそ問う！
水田農業イノベーションと
農村経営者

創刊20周年記念
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と
は
言
え
、
政
策
に
よ
る
誘
導
と
は
関
係

な
く
、
日
本
の
農
業
の
中
で
は
確
実
に
農

業
経
営
者
階
層
の
果
た
す
役
割
が
明
瞭
に

な
っ
て
き
て
い
る
。

図
１
を
見
て
い
た
だ
き
た
い
。
こ
れ
は

２
０
１
０
年
セ
ン
サ
ス
の
中
に
あ
る
「
販

売
金
額
規
模
別
農

家
数
」
の
デ
ー
タ
を

本
誌
で
加
工
し
た

図
で
あ
る
。

公
表
さ
れ
て
い

る
セ
ン
サ
ス
で
は
、

上
段
の
規
模
別
の

農
家
数
だ
け
が
公

表
さ
れ
て
お
り
、
そ

れ
だ
け
を
見
る
と

“
農
家
が
い
か
に
貧

し
い
か
”
を
印
象
付

け
る
も
の
に
な
っ

て
し
ま
う
。

そ
こ
で
本
誌
で

は
、
各
販
売
金
額
階

層
の
戸
数
と
そ
の

層
の
中
点
の
金
額

を
乗
じ
た
額
で
、
そ

の
階
層
の
全
体
の

中
で
の
シ
ェ
ア
を

出
し
て
い
る
。
上
下

の
図
を
見
比
べ
る

と
、「
販
売
農
家
」

と
言
わ
れ
る
農
家

層
の
う
ち
、
約
６
割

は
販
売
金
額
１
０
０
万
円
未
満
、
２
０
０

万
円
未
満
に
し
た
ら
７
割
強
に
達
し
て
い

る
。
そ
の
階
層
は
農
業
を
す
れ
ば
す
る
ほ

ど
赤
字
を
出
し
て
い
る
農
家
で
あ
る
と
も

言
え
る
。

一
方
、
販
売
金
額
が
１
０
０
０
万
円
以

本
誌
は
１
９
９
３
年
５
月
28
日
の
創
刊

か
ら
今
月
号
で
20
周
年
を
迎
え
る
。
ま
ず

は
、
発
刊
を
支
え
て
く
だ
さ
っ
た
読
者
お

よ
び
関
係
者
の
皆
様
に
御
礼
を
申
し
上
げ

る
。
こ
れ
か
ら
本
誌
が
読
者
と
と
も
に
歩

ん
で
き
た
歴
史
を
振
り
返
り
つ
つ
、
日
本

農
業
と
農
業
経
営
の
未
来
を
考
え
て
み
た

い
。多

く
の
農
業
関
係
者
が
語
る
農
業
保
護

の
論
理
の
基
本
に
あ
る
の
は
、経
営
規
模
、

圃
場
規
模
が
小
さ
い
か
ら
海
外
に
負
け
る

と
い
う
敗
北
主
義
で
あ
る
。
だ
か
ら
「
国

境
に
壁
を
立
て
日
本
農
業
を
守
れ
」
と
叫

び
続
け
る
。本
誌
は
そ
れ
を
農
業
界
の“
利

権
化
し
た
敗
北
主
義
”
で
あ
る
と
断
じ
て

き
た
。
負
け
る
と
い
う
前
提
が
あ
っ
て
こ

そ
保
証
さ
れ
る
利
権
に
執
着
し
て
い
る
に

過
ぎ
な
い
か
ら
だ
。
そ
も
そ
も
、な
ぜ「
負

け
る
」
と
決
め
て
か
か
る
の
だ
ろ
う
。
筆

者
は
こ
の
20
年
間
の
読
者
と
の
出
会
い
の

中
で
、
日
本
の
農
業
や
農
村
で
あ
れ
ば
こ

そ
大
き
な
可
能
性
が
あ
る
と
確
信
し
た
。

前
の
自
民
党
政
権
時
代
に
同
党
農
林
部

も
納
得
し
た
形
で
、「
経
営
所
得
安
定
対

策
」
と
「
コ
メ
政
策
改
革
大
綱
」
が
セ
ッ

ト
で
策
定
さ
れ
た
。
し
か
し
、
水
田
経
営

の
構
造
政
策
と
コ
メ
流
通
へ
の
マ
ー
ケ
ッ

ト
メ
カ
ニ
ズ
ム
の
導
入
を
目
指
す
政
策

は
、そ
の
後
の
政
変
で
な
し
崩
し
と
な
り
、

あ
ら
た
め
て
現
在
の
バ
ラ
マ
キ
と
官
主
導

の
減
反
政
策
へ
逆
戻
り
し
て
し
ま
っ
た
。

創刊20年の辞

販売なし 50万円未満 50～100万円 100～
200万円

200～
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300～
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販売金額
合計

販売農家
戸数

200 万円未満層の戸数は全体の 72.4％もあるが、その販売総額は全体の 10.1％に過ぎない。
1千万円超の階層は戸数としては 7.9％に過ぎないが、販売総額の 67.4％を販売している。 

（2010センサスより作成）

3～5億円

図１　販売金額規模別農家数（全国）

─ 編集長・昆 吉則 ─
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上
の
農
家
は
全
体
の
８
％
に
も
満
た
な
い

数
だ
が
、
販
売
農
家
全
体
の
販
売
額
の
６

割
を
生
み
出
し
て
い
る
。

つ
ま
り
、
販
売
農
家
と
い
え
ど
も
１
割

は
販
売
額
ゼ
ロ
で
、
す
で
に
そ
の
大
多
数

は
“
補
助
金
付
き
大
規
模
家
庭
菜
園
”
と

言
っ
て
も
間
違
い
で
は
な
い
。
普
通
の
サ

ラ
リ
ー
マ
ン
家
庭
の
高
齢
者
が
大
赤
字
は

承
知
で
趣
味
的
に
コ
メ
作
り
を
続
け
て
い

る
の
で
あ
る
。
そ
れ
を
無
理
や
り
“
農
業

の
公
益
的
機
能
”
な
ど
と
言
っ
て
も
、
苦

し
紛
れ
の
理
屈
で
無
理
が
あ
る
。
そ
れ
と

て
も
農
業
界
が
叫
ぶ
“
高
齢
化
”
の
進
行

で
立
ち
行
か
な
く
な
る
だ
ろ
う
。

多
く
の
読
者
は
農
村
地
域
で
暮
ら
し
て

い
れ
ば
、
こ
う
し
た
現
実
を
実
感
し
て
お

ら
れ
る
は
ず
だ
。
セ
ン
サ
ス
デ
ー
タ
は
県

別
、
市
町
村
別
に
も
公
表
さ
れ
て
い
る
の

で
、
ご
自
身
で
先
程
の
数
式
で
計
算
し
て

み
る
こ
と
を
お
勧
め
す
る
。

こ
う
し
た
デ
ー
タ
が
知
ら
さ
れ
な
い
理

由
は
な
ぜ
か
。
そ
れ
は
、
先
ほ
ど
述
べ
た

と
お
り
、
日
本
農
家
の
“
弱
さ
”
こ
そ
農

業
界
が
国
民
に
示
し
た
い
こ
と
だ
か
ら

だ
、
と
筆
者
は
考
え
る
。

図
２
を
見
て
い
た
だ
き
た
い
。
こ
れ
は

少
し
前
に
筆
者
が
各
種
の
政
府
公
表
資
料

と
独
立
行
政
法
人
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
参

考
に
し
て
作
っ
た
も
の
で
あ
る
。
こ
の
表

を
見
て
い
た
だ
く
と
、
農
業
界
の
異
常
さ

が
見
て
と
れ
る
。
こ
こ
で
い
う
“
農
業
関

係
者
”
と
は
税
金
負
担
に
よ
っ
て
そ
の�

職
が
与
え
ら
れ
て
い
る
人
々
の
こ
と
で
あ

り
、
農
業
関
連
企
業
の
従
業
員
の
数
は�

入
っ
て
い
な
い
。
そ
の
元
デ
ー
タ
は
複
数

の
年
度
に
ま
た
が
る
も
の
で
あ
る
が
、
お

お
よ
そ
の
傾
向
を
知
る
こ
と
は
で
き�

よ
う
。
ご
注
目
い

た
だ
き
た
い
の

は
、
農
業
を
職
業

的
に
選
ん
だ
人
々

と
い
え
る
“
主
業

農
家
”
の
戸
数
が

約
36
万
戸
で
あ
る

の
に
対
し
て
、
農

業
に
か
か
わ
っ
て

税
金
で
収
入
を
得

て
い
る
“
農
業
関

係
者
”
の
合
計
人

数
は
約
38
万
人
に

も
達
す
る
の
で
あ

る
。日

本
と
ほ
ぼ
同

じ
面
積
で
あ
り
、

農
業
生
産
額
が
１

＄
90
円
換
算
で
約

３
・
３
兆
円
に
達

す
る
米
国
の
カ
リ

フ
ォ
ル
ニ
ア
州
。

同
州
で
農
学
部
の

あ
る
大
学
は
カ
リ

フ
ォ
ル
ニ
ア
州
立

大
学
の
三
カ
所
の

分
校
（
バ
ー
ク
レ

ー
、
デ
ー
ビ
ス
、
ロ
サ
ン
ジ
ェ
ル
ス
）
だ

け
。
一
方
、
我
が
国
の
場
合
、
筆
者
が
ネ

ッ
ト
で
調
べ
た
範
囲
で
も
、
日
本
の
大
学

で
農
学
関
係
の
学
部
学
科
数
は
実
に
約
60

カ
所
に
及
ぶ
。
世
界
第
二
位
の
農
産
物
輸

1
9
8
7
　
4

資
本
金
４
０
０
万
円
に
て
株
式
会
社
を
登
記
。
昆
吉
則

が
代
表
取
締
役
に
て
㈱
農
業
技
術
通
信
社
・
設
立

1
9
9
3
　
1

昆
吉
則
『
あ
た
り
ま
え
の
農
業
経
営
（
財
団
法
人
富
民

協
会
）』
発
行

1
9
9
3
　
5

農
業
で
夢
を
実
現
す
る
情
報
誌　

季
刊
『
農
業
経
営
者
』

創
刊

1
9
9
3
　
10

第
1
回
田
ん
ぼ
畦
ぎ
わ
勉
強
会
開
催
（
茨
城
県
牛
久
市
）

1
9
9
4
　
2

実
演
セ
ミ
ナ
ー
「
不
作
の
後
に
問
い
直
す
田
づ
く
り
・

土
づ
く
り
」（
茨
城
県
美
浦
村
）

1
9
9
4
　
5

第
1
回 

農
業
経
営
者
の
た
め
の
実
践
土
壌
肥
料
学
セ
ミ

ナ
ー
開
催
（
千
葉
県
／
雪
印
種
苗
株
式
会
社
）

1
9
9
4
　
8

全
国
農
業
経
営
者
交
流
会

1
9
9
5
　
2

季
刊
『
農
業
経
営
者
』
が
隔
月
刊
『
農
業
経
営
者
』
に
（
通

刊
第
9
号
よ
り
）

1
9
9
6
　
3

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
『
府
県
に
お
け
る
畑
作
野
菜
経
営
の
可

能
性
』
開
催
（
東
京
都
新
宿
区
／B

IG
B

O
X

）

1
9
9
6
　
7

Tam
aki Farm

s S
em

inar

「
や
っ
て
み
ま
せ
ん
か
？
カ

リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
で
の
大
規
模
稲
作
経
営
」
開
催

1
9
9
7
　
11

Ｊ
Ｆ
食
材
・
産
品
フ
ェ
ア
１
９
９
７
出
展
（
東
京
都
／

東
京
都
立
産
業
貿
易
セ
ン
タ
ー
）

1
9
9
8
　
2

異
業
種
協
同
に
よ
る
畑
作
野
菜
流
通
の
た
め
の
「
経
営

実
験
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
発
足
に
向
け
て
（
茨
城
県
牛
久

市
／
高
松
農
場
）

1
9
9
8
　
6

隔
月
刊
誌
『
農
業
経
営
者
』
が
月
刊
『
農
業
経
営
者
』

に
（
通
刊
第
29
号
よ
り
）

1
9
9
8
　
6

経
営
実
験
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
会
議
第
1
回
研
究
会
開
催（
実

演
会
：
茨
城
県
真
壁
郡
、
検
討
会
：
茨
城
県
結
城
市
）

1
9
9
9	

3

第
24
回 FO

O
D

E
X

 JA
P

A
N

 1999 

出
展
（
千
葉
県
／

幕
張
メ
ッ
セ
）

1
9
9
9
　
9

視
察
ツ
ア
ー
「
ア
グ
リ
テ
ッ
ク'99 

イ
ス
ラ
エ
ル
ハ
イ

テ
ク
農
業
経
営
視
察
ツ
ア
ー
」
企
画

1
9
9
9	

11

Ｊ
Ｆ
食
材
・
産
品
フ
ェ
ア
１
９
９
９
出
展
（
東
京
都
／

東
京
都
立
産
業
貿
易
セ
ン
タ
ー
）

創
刊
20
周
年
の
歴
史

図２　農業問題とは農業関係者問題

農家数と農業関係者の人数対比 
農家区分 戸数（戸） 農業関係者区分 人数（人）

総農家 2,527,948 農林水産省職員 25,041 

自給的農家 896,742 独立行政法人職員 7,907 

土地持ち非農家 1,374,160 地方公務員 36,899 

販売農家 1,631,206 大学教員 3,637 

　うち販売金額100万円以上 672,066 農協系統組織 254,857 

　うち農産物販売の無い販売農家 157,254 農業委員会 37,881 

主業農家 359,720 農業共済団体 7,889 

準主業農家 388,883 土地改良団体 11,037 

副業的農家 882,603 合　計 385,148 

農家数は2010年センサス、農水省職員数は2010年人事院、地方公務員は2006年総務省、農業団体
職員は2008年農水省、教員数は2011年文科省公表の数値。独立行政法人職員数は13の農水省関連
独立行政法人公表資料より作成 。 
農業関係者の人数の中には林業・水産分野の職員数を含む 。
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出
額
を
誇
る
オ
ラ
ン
ダ
に
は
ワ
ー
ヘ
ニ
ン

ゲ
ン
大
学
一
校
。
そ
の
他
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ

諸
国
も
数
校
と
い
う
レ
ベ
ル
だ
。
ま
さ
に

我
が
国
は
農
業
関
係
者
大
国
な
の
で
あ

る
。そ

ん
な
こ
と
か
ら
、
筆
者
は
「
農
業
問

題
と
は
農
業
関
係
者
問
題
」
で
あ
り
、
彼

ら
の
居
場
所
作
り
の
た
め
に“
農
業
問
題
”

が
創
作
さ
れ
続
け
ら
れ
て
き
た
の
だ
と
憎

ま
れ
口
を
叩
い
て
い
る
。

図
３
を
見
て
欲
し
い
。
縦
線
の
棒
グ
ラ

フ
は
、
厚
生
労
働
省
が
終
戦
直
後
か
ら
調

査
を
し
て
い
る
「
国
民
健
康
栄
養
調
査
」

の
国
民
１
人
１
日
当
た
り
の
摂
取
カ
ロ
リ

ー
を
示
し
た
も
の
だ
。
終
戦
の
翌
年
の
46

年
の
摂
取
カ
ロ
リ
ー
は
１
９
０
３
Cal
だ
っ

た
。
そ
の
後
、
摂
取
カ
ロ
リ
ー
は
伸
び
続

け
る
が
、
そ
の
ピ
ー
ク
は
71
年
の
２
２
８

７
Cal
。
そ
れ
以
後
摂
取
カ
ロ
リ
ー
は
減
少

を
続
け
、
つ
い
に
２
０
０
４
年
に
１
９
０

２
Cal
と
終
戦
直
後
を
下
回
り
、
そ
の
後
も

年
々
減
り
続
け
て
い
る
。
厚
生
労
働
省
は

60
年
代
ま
で
は
栄
養
摂
取
を
指
導
す
る
政

策
を
続
け
て
来
た
。
70
年
代
に
入
る
と
飢

え
で
は
な
く
、
む
し
ろ
過
剰
栄
養
に
よ
る

成
人
病
あ
る
い
は
生
活
習
慣
病
対
策
を
テ

ー
マ
と
な
っ
て
い
る
。

摂
取
カ
ロ
リ
ー
が
ピ
ー
ク
と
な
っ
た
71

年
と
は
奇
し
く
も
減
反
政
策
が
始
ま
っ
た

年
。
し
か
し
、
変
化
と
は
、
農
業
界
で
語

ら
れ
る
コ
メ
マ
ー
ケ
ッ
ト
の
縮
小
と
か
生

産
過
剰
と
言
っ
た
経
済
的
問
題
で
は
な

い
。有
史
以
来
飢
え
続
け
て
来
た
人
間
が
、

「
欠
乏
の
病
理
」
か
ら
「
過
剰
の
病
理
」

に
苦
し
む
よ
う
に
な
る
文
明
の
転
換
と
で

も
言
う
べ
き
問
題
な
の
だ
。
に
も
か
か
わ

ら
ず
、
農
業
界
は
相
も
変
わ
ら
ず
“
欠
乏

の
病
理
社
会
”
で
問
わ
れ
る
農
業
観
と
農

業
政
策
を
捨
て
ら

れ
な
い
で
い
る
。
本

誌
が
、
カ
ロ
リ
ー
ベ

ー
ス
の
食
料
自
給

率
を
農
業
政
策
の

根
幹
に
置
く
こ
と

を
批
判
す
る
の
も
、

病
理
現
象
す
ら
も

た
ら
し
て
い
る
過

剰
の
社
会
の
中
で
、

途
上
国
型
の
欠
乏

の
論
理
の
農
業
政

策
や
農
業
マ
ー
ケ

テ
ィ
ン
グ
を
続
け

る
こ
と
の
愚
か
し

さ
を
考
え
る
か
ら

だ
。日

本
に
は
す
で

に
本
誌
読
者
の
よ

う
な
農
業
経
営
者
、

あ
る
い
は
素
晴
ら

し
い
技
術
資
源
が

あ
る
。
コ
ス
ト
ダ
ウ

ン
と
品
質
の
高
さ

で
輸
出
も
増
や
せ

る
。
さ
ら
に
、
食
品

企
業
そ
の
他
の
様
々
な
企
業
と
の
連
携
を

進
め
、
原
料
農
業
生
産
だ
け
で
な
く
、
安

い
輸
入
原
料
を
含
め
た
日
本
独
自
の
食
品

商
品
開
発
を
行
う
こ
と
で
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ

型
の
農
産
物
輸
出
も
増
や
せ
る
。

何
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日
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の
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つ
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可
能
性
、時
代
や
社
会
の
変
化
を
見
つ
め
、

マ
ー
ケ
ッ
ト
（
顧
客
）
や
社
会
に
対
し
て

農
業
界
と
し
て
そ
し
て
一
人
ひ
と
り
の
事

業
者
が
真
摯
に
取
り
組
め
ば
、
農
産
物
生

産
だ
け
で
な
く
、
農
村
の
風
土
そ
の
も
の

が
大
き
な
収
益
を
農
業
農
村
に
も
た
ら
す

こ
と
に
な
る
だ
ろ
う
。

次
に
、
最
も
多
く
の
農
業
関
係
者
が
話

題
に
す
る
コ
メ
あ
る
い
は
水
田
農
業
の
イ

ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
と
、
中
山
間
地
域
を
宝
の

山
に
変
え
る
農
村
経
営
者
に
触
れ
た
い
。

水
田
で
の
子
実
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
生
産

本
誌
が
い
ま
、
最
も
提
案
し
た
い
こ
と

の
一
つ
に
、
水
田
で
の
子
実
ト
ウ
モ
ロ
コ

シ
の
生
産
が
あ
る
。
国
内
で
は
酪
農
家
に

よ
る
デ
ン
ト
コ
ー
ン
の
サ
イ
レ
ー
ジ
生
産

は
あ
っ
て
も
、
穀
物
と
し
て
の
ト
ウ
モ
ロ

コ
シ
国
内
生
産
は
ほ
ぼ
ゼ
ロ
で
あ
る
。
世

界
の
ト
ッ
プ
、
イ
ス
ラ
エ
ル
で
は
平
均
反

収
は
２
ｔ
を
超
え
る
。
種
苗
メ
ー
カ
ー
に

よ
れ
ば
、
日
本
で
も
１
・
５
ｔ
や
２
ｔ
は

不
可
能
で
は
な
い
と
い
う
。
こ
れ
か
ら
府

県
の
水
田
農
家
に
は
農
地
が
集
ま
っ
て
く

る
。
そ
こ
で
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
を
作
る
可
能

性
を
模
索
す
る
意
味
は
あ
る
は
ず
だ
。

こ
の
話
題
は
、
昨
年
の
A

－

１
グ
ラ
ン

プ
リ
で
グ
ラ
ン
プ
リ
を
獲
得
し
た
北
海
道

長
沼
町
の
柳
原
孝
次
氏
に
ヒ
ン
ト
を
得

た
。
同
町
は
積
算
温
度
の
条
件
と
し
て
は

府
県
よ
り
条
件
が
悪
い
。
そ
れ
で
も
柳
原

氏
は
、
水
田
転
作
の
飼
料
生
産
交
付
金
３

万
５
千
円
が
あ
れ
ば
、
㎏
当
た
り
50
円
未

満
で
売
っ
て
も
利
益
が
出
せ
る
と
い
う
。

同
氏
の
場
合
、反
収
は
９
０
０
㎏
程
度
。

麦
や
大
豆
収
穫
用
に
使
用
し
て
い
る
ク
ラ

ー
ス
の
普
通
型
コ
ン
バ
イ
ン
を
所
有
し
て

い
る
。
そ
れ
を
試
し
に
国
産
の
汎
用
コ
ン

バ
イ
ン
で
収
穫
し
た
と
こ
ろ
、「
出
来
な

い
わ
け
で
は
な
い
」
と
言
う
。

現
在
、
北
海
道
の
試
験
場
や
酪
農
家
の

間
で
も
、
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
を
出
来
る
だ
け

圃
場
で
乾
燥
さ
せ
て
、
実
の
部
分
だ
け
を

収
穫
し
た
イ
ヤ
コ
ー
ン
を
サ
イ
レ
ー
ジ
化

す
る
技
術
が
検
討
さ
れ
て
い
る
。
ト
ウ
モ

ロ
コ
シ
は
水
分
を
要
求
す
る
。
乾
田
化
で

き
れ
ば
転
換
畑
に
向
く
作
物
な
の
だ
。
し

か
も
、
関
東
以
南
で
あ
れ
ば
二
期
作
も
で

き
る
。
乾
田
直
播
や
大
豆
を
不
耕
起
ド
リ

ル
で
や
っ
て
い
る
よ
う
な
農
家
な
ら
、
新

た
な
機
械
投
資
も
必
要
な
い
。

子
実
コ
ー
ン
を
水
田
で
生
産
し
た
場
合

の
国
際
競
争
力
を
考
え
て
み
よ
う
。

圧
偏
し
た
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
は
、
米
国
の

干
ば
つ
被
害
の
た
め
に
昨
年
暮
れ
か
ら
値

上
が
り
し
て
い
る
。
工
場
渡
し
の
価
格
で

㎏
当
た
り
45
円
～
50
円
程
度
。
畜
産
や
酪

農
を
す
る
複
数
の
読
者
に
聞
い
て
み
た
と

こ
ろ
、
生
産
者
段
階
で
は
60
円
前
後
だ
と

い
う
。

た
だ
し
、
こ
の
価
格
は
円
安
を
反
映
す

る
以
前
の
も
の
。
円
安
に
よ
っ
て
、
さ
ら

に
価
格
が
上
が
る
と
い
う
こ
と
だ
。
し
か

も
、
米
国
は
シ
ェ
ー
ル
オ
イ
ル
に
よ
る
経

済
効
果
が
出
て
く
る
こ
と
か
ら
ド
ル
高
の

傾
向
に
進
む
こ
と
が
予
想
さ
れ
、
円
安
は

定
着
す
る
だ
ろ
う
。

さ
ら
に
輸
入
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
は
、
物
流

費
と
品
質
劣
化
を
防
ぐ
た
め
、
水
分
が
13

％
程
度
で
輸
入
さ
れ
る
。
し
か
し
、家
畜
、

と
り
わ
け
乳
牛
や
肉
牛
の
ル
ー
メ
ン（
胃
）

で
の
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
の
デ
ン
プ
ン
吸
収
率

が
、
乾
燥
し
た
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
よ
り
高
水

分
の
材
料
を
使
う
ほ
う
が
約
30
％
も
向
上

す
る
。
一
旦
乾
燥
し
て
し
ま
っ
た
コ
ー
ン

は
水
を
加
え
て
も
元
に
戻
る
わ
け
で
は
な

い
。府

県
の
多
く
の
水
田
経
営
者
は
大
豆
や

ソ
バ
の
収
穫
に
汎
用
タ
イ
プ
を
所
有
し
て

い
る
。
海
外
製
と
の
能
率
の
差
は
あ
る
だ

ろ
う
が
、
メ
ー
カ
ー
や
研
究
機
関
が
本
気

で
取
り
組
め
ば
、
日
本
の
技
術
者
な
ら
き

っ
と
満
足
の
い
く
性
能
に
仕
上
げ
る
だ
ろ

う
。そ

れ
に
府
県
で
は
水
稲
は
自
脱
、
大
豆

な
ど
に
は
汎
用
と
い
う
使
い
分
け
を
し
て

い
る
人
が
ほ
と
ん
ど
。
そ
の
理
由
は
、「
ス

ピ
ー
ド
が
遅
い
」
と
か
「
倒
伏
時
に
ロ
ス

が
出
る
」
な
ど
で
あ
る
。
し
か
し
、
そ
れ

も
高
米
価
に
守
ら
れ
た
経
営
者
の
甘
え
で

は
な
い
だ
ろ
う
か
。
北
海
道
の
経
営
者
で

は
水
稲
に
も
汎
用
を
使
う
ケ
ー
ス
は
少
な
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く
な
い
。
今
後
、
さ
ら
に
規
模
が
増
え
て

い
っ
た
場
合
、
自
脱
型
と
と
も
に
汎
用
型

の
コ
ン
バ
イ
ン
の
利
用
を
広
げ
て
い
く
必

要
が
あ
る
。
試
験
場
デ
ー
タ
で
は
、
汎
用

型
の
で
も
水
稲
収
穫
時
の
ロ
ス
率
は
３
％

以
下
だ
と
い
う
。
０
・
１
％
以
下
と
い
う

自
脱
型
の
精
度
と
比
べ
れ
ば
見
劣
り
す
る

か
も
し
れ
な
い
が
、
そ
の
差
は
、
水
田
経

営
の
利
益
率
全
体
を
考
え
れ
ば
む
し
ろ
使

う
方
が
得
に
な
る
と
思
う
。
機
械
の
台
数

が
増
え
る
こ
と
で
刈
遅
れ
に
よ
る
品
質
低

下
も
避
け
ら
れ
る
。
水
稲
で
の
品
種
の
分

散
と
と
も
に
、
大
豆
や
麦
だ
け
で
な
く
ト

ウ
モ
ロ
コ
シ
ま
で
そ
の
用
途
を
広
げ
る
こ

と
が
で
き
れ
ば
、
農
業
経
営
の
コ
ス
ト
ダ

ウ
ン
に
つ
な
が
る
は
ず
だ
。

こ
の
件
に
つ
い
て
本
誌
は
今
年
、
読
者

と
と
も
に
経
営
実
験
に
取
り
組
む
。

コ
メ
あ
る
い
は
水
田
経
営
の
可
能
性
の

大
き
さ
に
つ
い
て
述
べ
た
が
、「
そ
れ
で

は
中
山
間
地
は
ど
う
す
る
？
」
と
い
う
言

葉
が
返
っ
て
き
そ
う
だ
。
先
月
号
及
び
今

月
号
の
農
業
経
営
者
ル
ポ
。
そ
し
て
、
今

月
号
の
座
談
会
で
も
ま
さ
に
「
農
村
経
営

者
」
を
実
践
す
る
人
々
に

語
っ
て
い
た
だ
い
て
お

り
、
そ
の
ヒ
ン
ト
が
示
さ

れ
て
い
る
。

現
代
と
い
う
時
代
で
あ

れ
ば
こ
そ
農
業
・
農
村
に

は
大
い
な
る
産
業
的
可
能

性
が
存
在
す
る
。
と
り
わ

け
農
業
生
産
条
件
に
ハ
ン

デ
を
持
つ
と
言
わ
れ
る
中

山
間
地
の
よ
う
な
地
域
こ

そ
農
産
物
生
産
に
と
ど
ま

ら
ず
、
地
域
の
緑
な
す
風

土
、
歴
史
、
文
化
、
人
々

が
守
っ
て
き
た
営
み
の
全

て
を
経
営
資
源
と
し
て
活

か
し
、
時
代
や
マ
ー
ケ
ッ

ト
が
求
め
る
事
業
に
育
て

上
げ
よ
う
と
す
る
農
村
経
営
者
と
い
う
存

在
が
必
要
と
さ
れ
る
。
ど
の
よ
う
な
政
策

的
支
援
が
あ
ろ
う
と
も
、
行
政
リ
ー
ダ
ー

で
は
な
く
経
営
者
と
し
て
そ
の
事
業
を
創

造
す
る
農
村
経
営
者
が
い
な
け
れ
ば
そ
の

可
能
性
は
現
実
に
な
ら
な
い
。

そ
こ
で
は
、
農
地
と
い
う
生
産
手
段
だ

け
で
な
く
、
里
山
か
ら
沢
筋
や
今
や
打
ち

捨
て
ら
れ
て
い
る
か
も
し
れ
な
い
地
域
に

残
る
歴
史
資
産
、
そ
し
て
な
に
よ
り
古
い

時
代
を
知
る
高
齢
者
を
含
む
地
域
の
人
々

の
全
て
が
経
営
資
源
足
り
え
る
。

現
代
の
過
剰
の
病
理
が
、
田
舎
暮
ら
し

へ
の
憧
れ
や
家
庭
菜
園
ブ
ー
ム
を
引
き
起

こ
し
て
い
る
。
高
い
給
料
を
も
ら
う
人
が

ノ
イ
ロ
ー
ゼ
で
休
む
、
ニ
ー
ト
の
青
年
た

ち
、
田
舎
を
持
た
ぬ
都
会
の
子
供
た
ち
。

さ
ら
に
は
、
中
国
の
都
市
部
だ
け
で
な
く

農
村
部
の
人
々
に
と
っ
て
も
我
が
国
の
緑

な
す
農
村
の
風
土
は
憧
れ
の
対
象
に
な
る

だ
ろ
う
。
企
業
と
組
ん
だ
開
発
で
も
、
健

保
組
合
と
組
ん
で
体
験
農
園
を
経
営
し
て

い
る
と
い
う
例
な
ど
も
あ
る
。

こ
れ
ま
で
農
家
や
農
村
に
住
む
も
の
だ

け
の
特
権
と
し
て
与
え
ら
れ
て
き
た
も
の

を
、
す
べ
て
の
人
に
喜
ば
れ
る
形
で
提
供

で
き
る
仕
組
み
を
作
り
、
そ
れ
を
経
営
す

る
才
覚
の
あ
る
農
村
経
営
者
が
い
れ
ば
、

中
山
間
地
は
、
平
場
の
農
業
を
圧
倒
す
る

ほ
ど
の
収
益
力
を
持
つ
地
域
に
変
わ
り
え

る
。
そ
の
意
味
で
、
中
山
間
地
は
宝
の
山

な
の
で
あ
る
。
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行
政
サ
ー
ビ
ス
の
代
行
と
は
違
う

昆
吉
則
（
本
誌
編
集
長
）　

４
月
号
の
「
農

業
経
営
者
ル
ポ
」
で
紹
介
し
た
よ
う
に
、

紫
芝
さ
ん
は
中
山
間
地
に
あ
っ
て
個
人
で

水
田
を
経
営
し
て
い
た
時
、
限
界
を
感
じ

て
い
ま
し
た
。
そ
れ
と
同
じ
よ
う
な
悩
み

を
今
、
高
木
さ
ん
も
抱
え
て
い
ら
っ
し
ゃ

る
。
個
人
の
農
業
経
営
の
こ
と
だ
け
で
な

く
、
た
と
え
ば
村
か
ら
人
が
出
て
行
く
、

お
年
寄
り
ば
か
り
に
な
る
、
あ
る
い
は
獣

害
が
ひ
ど
い
と
か
ね
。
そ
れ
ら
を
乗
り
越

え
る
と
い
う
こ
と
で
、
農
村
経
営
者
と
い

う
こ
と
を
話
し
合
い
た
く
て
、
今
日
は
皆

さ
ん
に
お
集
ま
り
頂
き
ま
し
た
。

高
木　

僕
も
昆
編
集
長
に
前
回
お
会
い
し

た
５
年
前
か
ら
、
そ
の
こ
と
ば
か
り
考
え

て
ま
し
た
。
あ
の
時
、
僕
は
滑
走
路
を
探

し
て
い
た
ん
で
す
よ
。着
陸
す
る
た
め
の
。

中
山
間
地
で
16�

ha
と
い
う
個
人
経
営
で
の

限
界
が
み
え
て
き
て
、
あ
と
は
ど
う
や
っ

て
引
退
す
る
か
、
と
。
そ
う
し
た
ら
オ
ヤ

ジ
が
引
退
し
て
し
ま
い
、
弟
が
入
っ
て
き

た
。
こ
れ
は
、
も
う
一
回
滑
走
路
を
求
め

て
上
昇
気
流
に
乗
ら
な
、と
思
い
ま
し
た
。

昆　

い
ま
、
ど
ん
な
こ
と
を
考
え
て
る

の
？

高
木　

さ
っ
き
、
皆
さ
ん
に
集
落
の
様
子

を
見
て
も
ら
い
ま
し
た
よ
ね
。
空
き
家
は

３
、
４
戸
に
１
戸
と
い
っ
た
感
じ
。
人
は

出
て
行
き
、
田
畑
や
墓
、
山
が
残
る
。
相

続
で
細
分
化
さ
れ
れ
ば
、
何
か
が
起
き
た

時
に
、
一
体
、
ど
こ
の
誰
に
連
絡
す
れ
ば

い
い
の
か
分
か
ら
な
い
。

　

そ
れ
で
、
こ
れ
ら
を
維
持
管
理
す
る
の

に
組
織
化
で
き
な
い
の
か
な
と
。
た
と
え

ば
都
会
に
出
て
行
っ
た
人
た
ち
に
代
わ
っ

て
、
お
墓
に
花
を
や
る
だ
と
か
、
掃
除
を

す
る
だ
と
か
。
そ
れ
を
電
話
一
本
で
引
き

受
け
る
。
そ
う
い
う
仕
組
み
の
中
に
農
業

　

農
産
物
の
生
産
に
と
ど
ま
ら
ず
、
地
域
の
緑
な
す
風
土
、
歴
史
、
文
化
、
人
々
が
守

っ
て
き
た
営
み
の
全
て
を
経
営
資
源
と
し
て
活
か
し
、
時
代
や
マ
ー
ケ
ッ
ト
が
求
め
る

事
業
に
育
て
上
げ
よ
う
と
す
る
者
。
彼
ら
の
こ
と
を
「
農
村
経
営
者
」
と
呼
び
た
い
。

中
山
間
地
で
ま
さ
に
そ
う
し
た
存
在
と
し
て
周
囲
か
ら
の
期
待
を
背
負
い
、
仲
間
と
と

も
に
さ
ま
ざ
ま
な
仕
掛
け
を
す
る
長
野
県
の
紫
芝
勉
氏
と
京
都
府
の
清
水
流
美
氏
が
、

本
誌
編
集
長
の
昆
吉
則
と
岐
阜
県
大
垣
市
上
石
津
町
を
訪
ね
た
。
二
人
と
同
じ
よ
う
な

環
境
に
あ
っ
て
、
個
人
で
営
農
す
る
こ
と
の
限
界
を
感
じ
始
め
た
同
地
の
高
木
正
美
氏

と
、
農
村
経
営
者
の
可
能
性
に
つ
い
て
話
し
合
う
た
め
だ
。
過
疎
化
が
進
む
同
町
に
は

空
き
家
が
多
い
。
耕
作
放
棄
地
は
散
見
さ
れ
、残
さ
れ
た
農
地
は
ど
こ
で
も
獣
害
を
防
ぐ

た
め
に
柵
を
張
り
巡
ら
し
て
あ
る
。
そ
う
し
た
厳
し
い
現
状
の
中
に
も
、農
村
を
変
え
う

る
宝
は
埋
ま
っ
て
い
る
。
高
木
氏
の
案
内
で
町
中
を
視
察
し
た
後
、
座
談
会
に
臨
ん
だ
。

座談会
 農村経営者

創刊20周年記念
特　集

特

集
【
創
刊
20
周
年
記
念
】
座
談
会 

農
村
経
営
者
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も
巻
き
込
み
、
新
た
な
経
営
を
成
り
立
た

せ
ら
れ
な
い
か
な
と
思
っ
て
い
ま
す
。

昆　

墓
の
管
理
じ
ゃ
、
行
政
サ
ー
ビ
ス
と

同
じ
じ
ゃ
な
い
で
す
か
。
前
回
お
会
い
し

た
時
、
高
木
さ
ん
は
田
舎
暮
ら
し
を
し
た

こ
と
の
な
い
子
ど
も
た
ち
に
、
山
の
遊
び

を
教
え
た
い
と
話
し
て
た
で
し
ょ
。
そ
う

い
っ
た
面
白
が
る
気
持
ち
が
大
事
。
田
舎

の
価
値
を
見
つ
け
る
と
い
う
ね
。
雪
か
き

や
草
取
り
、
墓
の
掃
除
だ
け
だ
と
人
は
寄

っ
て
来
な
い
。
あ
な
た
が
良
い
と
思
っ
て

い
る
こ
と
を
共
有
す
る
こ
と
だ
よ
。

清
水　

そ
う
で
す
ね
、
代
行
サ
ー
ビ
ス
で

は
心
が
通
わ
な
い
し
、
継
続
性
や
事
業
性

で
も
難
し
い
。
そ
れ
よ
り
も
帰
る
場
所
を

み
ん
な
で
一
緒
に
保
存
し
ま
し
ょ
う
よ
、

と
い
っ
た
こ
と
が
必
要
な
ん
か
な
。み
わ
・

ダ
ッ
シ
ュ
村
の
株
主
も
そ
ん
な
感
じ
で
、

都
会
に
住
ん
で

て
も
「
自
分
た

ち
の
農
場
」
と

い
う
意
識
が
あ

り
ま
す
よ
ね
。

昆　

ダ
ッ
シ
ュ

村
っ
て
、
ど
う

い
う
意
味
な

の
？

清
水　
「
都
会

脱
出
村
」
な
ん

で
す
よ
。
テ
レ

ビ
の
ダ
ッ
シ
ュ

村
と
は
関
係
な

い
。
紛
ら
わ
し
い
の
で
、
頭
に
三
和
町
の

「
み
わ
」
を
付
け
た
ん
で
す
。

昆　

そ
れ
、
い
い
ネ
ー
ミ
ン
グ
で
す
ね
。

都
会
脱
出
村
で
す
か
、
面
白
い
。

高
木　

み
わ
・
ダ
ッ
シ
ュ
村
の
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
を
見
た
時
、
び
っ
く
り
し
た
ん
で
す
。

だ
っ
て
、
株
主
は
一
口
１
０
０
万
円
と
あ

る
ん
だ
か
ら
。
そ
の
金
額
に
都
会
を
脱
出

し
た
人
が
集
ま
る
と
い
う
の
は
驚
き
で
す

よ
（
笑
）。
僕
な
ん
か
、
せ
い
ぜ
い
５
万
円

の
発
想
し
か
な
い
。
も
と
も
と
が
農
業
者

じ
ゃ
な
い
か
ら
、
そ
う
い
っ
た
発
想
が
で

き
る
の
か
な
と
。
周
り
を
巻
き
込
む
と
い

っ
て
も
、
僕
に
は
難
し
い
な
と
感
じ
ま
す
。

昆　

で
も
私
募
債
で
さ
、
50
人
に
50
万
円

ず
つ
出
資
し
て
も
ら
う
と
、
２
５
０
０
万

円
で
し
ょ
。
そ
う
す
る
と
、
彼
ら
は
お
客

さ
ん
で
あ
り
、
営
業
マ
ン
に
も
な
っ
て
く

れ
る
。
風
土
を
生
か
せ
ば
、
も
っ
と
事
業

の
夢
は
広
げ
ら
れ
る
し
、
も
っ
と
大
き
な

社
会
的
価
値
を
持
た
せ
ら
れ
る
。

高
木　

客
観
的
に
聞
け
ば
、な
る
ほ
ど
な
、

と
。
で
も
、
自
分
の
と
こ
を
外
か
ら
見
れ

て
な
い
ん
で
し
ょ
う
ね
。
清
水
さ
ん
の
よ

う
に
、
地
元
に
そ
れ
ほ
ど
の
価
値
が
あ
る

こ
と
に
気
づ
い
て
な
い
。
取
引
の
あ
る
米

屋
さ
ん
に
こ
の
地
域
に
来
て
も
ら
っ
て
、

作
る
と
こ
ろ
を
見
て
も
ら
っ
て
、
若
干
高

く
買
っ
て
も
ら
っ
て
る
よ
う
な
こ
と
は
し

て
い
る
ん
で
す
が
ね
。

昆　

経
済
の
合
理
を
追
求
し
て
い
る
流
通

業
者
に
で
す
よ
、
困
難
な
場
所
で
す
か
ら

高
く
コ
メ
を
買
っ
て
く
れ
と
い
う
の
は
、

な
か
な
か
通
用
し
な
い
ん
じ
ゃ
な
い
か

な
。
品
質
が
良
く
て
、
な
お
か
つ
安
い
方

が
良
い
に
決
ま
っ
て
い
る
ん
で
。

内
向
き
か
ら
外
向
き
へ

紫
芝　

い
ま
話
題
が
外
の
お
客
さ
ん
の
こ

と
に
な
っ
て
ま
す
が
、
う
ち
の
田
切
農
産

は
最
初
、
ど
ち
ら
か
と
言
え
ば
内
向
き
だ

っ
た
ん
で
す
ね
。
自
分
た
ち
の
地
域
を
守

ろ
う
、
農
家
の
皆
さ
ん
に
喜
ん
で
も
ら
お

う
、
と
い
う
趣
旨
で
始
ま
っ
た
。
土
手
草

刈
る
ん
だ
っ
た
ら
、
よ
そ
か
ら
人
を
呼
ぶ

の
で
は
な
く
、
余
裕
の
あ
る
人
た
ち
に
頼

ん
で
、
ち
ゃ
ん
と
こ
ち
ら
か
ら
お
金
を
払

う
。
そ
う
い
う
仕
組
み
を
用
意
す
れ
ば
喜

ば
れ
る
。

　

そ
う
し
て
た
ら
、
周
り
で
見
て
い
る
人

た
ち
も
、
僕
た
ち
が
ど
ん
な
こ
と
を
し
て

い
る
の
か
と
見
に
来
て
く
れ
る
。
で
、
そ

の
う
ち
に
遊
び
に
き
て
く
れ
る
人
が
増
え

て
き
た
。
４
、
５
年
経
っ
た
時
、
ト
ウ
ガ

ラ
シ
づ
く
り
を
農
家
に
委
託
し
、
う
ち
に

持
っ
て
き
て
も
ら
う
こ
と
に
し
た
ら
、「
面

白
い
こ
と
や
っ
て
い
る
じ
ゃ
ん
」
と
外
か

ら
も
見
に
来
る
人
が
出
て
き
た
ん
で
す
。

清
水　

そ
れ
は
い
い
循
環
で
す
ね
。

高
木　

観
光
は
多
い
ん
で
す
か
？

紫
芝　

う
ち
は
滞
在
型
で
は
な
く
通
過
型

の
観
光
で
す
ね
。
中
央
高
速
が
あ
り
ま
す

か
ら
。
逆
に
言
う
と
、
滞
在
型
で
は
な
い

利
点
を
活
か
せ
ば
い
い
。
来
て
、
一
日
楽

し
ん
で
も
ら
う
。

昆　

か
え
っ
て
大
き
な
投
資
が
必
要
な
い

わ
け
だ
。

紫
芝　

そ
う
そ
う
。
農
業
体
験
に
し
て
も

ノ
ウ
ハ
ウ
な
し
で
始
め
て
い
る
け
ど
、
や

っ
て
み
な
い
と
分
か
ら
ね
え
よ
、
と
。
そ

ん
な
状
況
で
始
め
て
て
、
い
く
つ
か
や
っ

て
い
る
う
ち
に
ノ
ウ
ハ
ウ
は
蓄
積
で
き

る
。
そ
ん
な
に
深
く
考
え
て
い
な
い
ん
で

す
ね
（
笑
）。

関
係
性
を
求
め
る
人
々
に
応
え
る

昆　

農
業
体
験
に
は
ど
ん
な
方
が
来
る
ん

で
す
か
？

紫
芝　

田
舎
を
持
っ
て
い
な
い
人
ば
か
り

で
す
ね
。彼
ら
は
農
業
体
験
も
し
た
い
が
、

実
は
田
舎
を
求
め
て
い
る
。
そ
こ
と
の
関

係
性
、
ふ
れ
あ
い
な
ん
で
す
よ
。
た
だ
田

高木 正美（たかぎ・まさみ）
岐阜県大垣市上石津町生まれ。1989年に芦屋大学教
育農学部を卒業後、旧上石津町役場の税務課に就職。
農家の税務申告の指導などに当たる。90年、役場を
退職して就農。現在は耕作地24haのうち16haで水稲

「コシヒカリ」「ひとめぼれ」などを栽培する。冬季に
は山林で木材を切り出し、販売する。



25 農業経営者 2013年 5 月号

舎
を
見
て
回
る
だ
け
で
な
く
、
そ
こ
に
足

を
下
ろ
し
、
会
話
を
し
て
楽
し
む
。

　

そ
れ
は
飯
島
町
出
身
で
あ
り
な
が
ら
、

都
会
で
暮
ら
す
人
た
ち
に
も
同
じ
こ
と
が

言
え
る
は
ず
な
ん
で
す
。
都
会
で
暮
ら
し

て
い
る
人
た
ち
は
田
舎
に
帰
り
た
い
。
む

し
ろ
開
拓
す
る
顧
客
は
、
不
特
定
多
数
の

お
客
さ
ん
よ
り
も
、
飯
島
町
か
ら
出
た
人

た
ち
な
ん
で
す
。
何
ら
か
の
関
係
が
あ
る

ん
で
す
か
ら
。
そ
の
方
が
タ
ー
ゲ
ッ
ト
ポ

イ
ン
ト
が
定
ま
る
ん
で
す
ね
。
だ
か
ら
、

彼
ら
が
田
舎
に
帰
る
機
会
を
与
え
る
た
め

に
、
何
で
も
楽
し
い
こ
と
を
用
意
す
れ
ば

い
い
ん
で
す
よ
。

清
水　

そ
う
で
す
よ
ね
。

昆　

う
ち
の
読
者
に
は
コ
メ
を
宅
配
し
て

い
る
人
た
ち
が
い
ま
す
。
で
も
、
お
い
し

い
コ
メ
は
ス
ー
パ
ー
に
売
っ
て
る
じ
ゃ
な

い
で
す
か
。
宅
配
す
れ
ば
高
く
つ
く
。
そ

れ
な
の
に
、
な
ぜ
お
客
さ
ん
が
買
う
か
と

い
え
ば
、
紫
芝
さ
ん
が
お
っ
し
ゃ
た
よ
う

に
関
係
性
を
求
め
て
る
ん
で
す
よ
ね
。
だ

か
ら
、
読
者
は
コ
メ
を
送
る
と
き
に
お
客

さ
ん
に
手
紙
を
書
く
わ
け
で
す
。

紫
芝　

う
ち
に
面
白
い
お
客
さ
ん
が
い
る

ん
で
す
よ
。
田
切
農
産
は
農
産
物
直
売
所

も
や
っ
て
る
ん
で
す
が
、
そ
の
裏
は
僕
の

自
宅
で
、
オ
ヤ
ジ
と
オ
フ
ク
ロ
が
直
売
所

に
出
す
野
菜
を
作
っ
て
る
。
そ
の
お
客
さ

ん
が
ね
、
知
ら
な
い
間
に
両
親
と
友
達
に

な
っ
て
て
、
直
売
所
へ
寄
る
前
に
挨
拶
に

来
る
の
。
そ
れ
で
オ
ヤ
ジ
と
オ
フ
ク
ロ
も

「
よ
く
来
た
ね
」
な
ん
て
家
に
上
げ
て
、

野
菜
を
あ
げ
ち
ゃ
う
ん
だ
よ
。「
待
て
待

て
、
そ
れ
は
売
り
物
だ
ろ
う
」
と
（
笑
）。

で
も
、
そ
う
い
う
人
は
ま
た
買
い
に
来
て

く
れ
る
ん
だ
よ

ね
。

昆　

面
白
い
話

で
す
ね
（
笑
）。

だ
か
ら
、
小
売

業
じ
ゃ
な
い
と

い
う
こ
と
で
す

よ
。

高
木　

顔
を
見

に
来
る
い
う
の

も
一
つ
の
サ
ー

ビ
ス
な
ん
で
す

ね
。

地
域
と
の
付
き
合
い

高
木　

清
水
さ
ん
は
新
規
就
農
と
い
う
こ

と
で
行
か
れ
た
ん
で
す
よ
ね
。

清
水　

そ
う
で
す
ね
。
住
ん
で
い
る
京
都

市
か
ら
農
場
が
あ
る
福
知
山
市
ま
で
は
、

車
で
一
時
間
か
ら
一
時
間
半
。
私
の
父
で

み
わ
・
ダ
ッ
シ
ュ
村
の
社
長
が
農
業
を
や

り
た
い
と
な
っ
て
、
色
々
な
場
所
を
見
た

結
果
、
福
知
山
市
三
和
町
に
は
い
い
農
地

が
あ
る
と
聞
い
た
ん
で
す
。
そ
こ
は
耕
作

放
棄
地
や
っ
た
。で
も
見
方
を
変
え
た
ら
、

た
く
さ
ん
の
遊
び
が
で
き
る
ん
や
、
と
考

え
た
み
た
い
で
。
土
日
に
行
っ
て
、
木
を

切
る
こ
と
か
ら
始
め
た
ん
で
す
ね
。

高
木　

地
域
の
人
と
の
付
き
合
い
は
大
変

だ
っ
た
ん
じ
ゃ
な
い
で
す
か
？

清
水　

も
と
も
と
、
私
た
ち
は
よ
そ
者
じ

ゃ
な
い
で
す

か
。
私
が
関
わ

っ
た
の
は
法
人

化
し
て
か
ら
で

す
が
、
耕
作
放

棄
地
を
開
墾
し

て
い
る
の
は
も

っ
と
前
か
ら

で
、
父
が
Ｎ
Ｐ

Ｏ
法
人
の
活
動

と
し
て
や
っ
て

い
た
。
地
域
の

人
た
ち
と
仲
良

く
な
る
の
は
す

ご
く
大
き
な
ポ
イ
ン
ト
な
の
で
、
父
は
す

ご
く
通
っ
て
ま
し
た
ね
。
そ
れ
こ
そ
年
間

の
３
分
の
１
は
三
和
町
に
泊
ま
っ
て
ま
し

た
。
い
ろ
ん
な
会
合
に
出
席
し
て
、
信
頼

関
係
を
築
い
た
ん
で
し
ょ
う
ね
。

高
木　

行
政
や
Ｊ
Ａ
な
ど
の
組
織
と
の
関

係
は
ど
う
で
し
た
？

清
水　

一
番
大
き
か
っ
た
の
は
、
最
初
に

農
地
を
取
得
す
る
時
の
農
業
委
員
会
の
承

認
で
す
か
ね
。
や
っ
ぱ
り
外
か
ら
来
た
と

い
う
の
で
、
当
然
の
話
や
と
思
う
ん
で
す

が
、
地
元
の
人
た
ち
の
抵
抗
は
あ
り
ま
し

た
。
私
た
ち
は
農
業
を
き
ち
ん
と
や
っ
て

い
く
ん
で
す
、
と
い
う
の
を
理
解
し
て
も

ら
う
に
は
３
年
ぐ
ら
い
か
か
り
ま
し
た
か

ら
。

高
木　

僕
は
も
と
も
と
役
場
の
職
員
だ
っ

た
か
ら
、
ど
う
し
て
も
行
政
や
Ｊ
Ａ
を
意

紫芝 勉（ししば・つとむ）
長野県飯島町の㈱田切農産代表

長野県飯島町生まれ。80年に長野県原村にある八ヶ
岳中央農業実践大学校を卒業後、農業実習のため米国
へ留学。81年に帰国し、畜産経営の父親とは別に
15haまで水田経営を発展させる。2005年、地域で設
立した田切農産の代表を務める。同社の経営面積は水
稲が50ha、麦や大豆、ソバが計30ha。受託地4haで
ネギ、1・2haでトウガラシも栽培。また100haを超
える規模で水稲の作業や大豆の防除などを請け負う。

清水 流美（しみず・るみ）
京都府福知山市三和町の農業生産法人・

㈱京都府天田郡みわ・ダッシュ村の取締役
京都府長岡京市生まれ。1998年3月大学卒業後、英国・
オックスフォードへ語学留学。帰国後、㈱JPD清水に
入社。2000年から日本初となる世界記録申請のコン
サルティング事業を開始。02年、同事業やビジネス翻
訳などを手がける合資会社ピットを設立。みわ・ダッ
シュ村では、代表の父・三雄氏らと4・5haの耕作放
棄地を開墾。無農薬・無化学肥料でコメや野菜を作る。

特

集
【
創
刊
20
周
年
記
念
】
座
談
会 

農
村
経
営
者
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識
し
て
し
ま
う
。
そ
の
分
、
お
二
人
の
よ

う
に
消
費
者
の
視
点
が
足
り
な
い
ん
で

す
。

昆　

い
や
、
紫
芝
さ
ん
に
し
て
も
Ｊ
Ａ
や

行
政
と
う
ま
く
馴
染
ん
で
や
っ
て
る
ん
で

す
よ
。
も
ち
ろ
ん
、
彼
ら
か
ら
支
持
を
得

る
の
は
大
変
だ
っ
た
と
思
う
ん
で
す
が
。

紫
芝　

そ
れ
は
あ
り
ま
す
ね
。
た
だ
、
考

え
方
の
一
つ
と
し
て
、
Ｊ
Ａ
は
お
客
な
ん

な
ん
だ
と
。
資
材
を
仕
入
れ
た
り
、
モ
ノ

を
売
っ
た
り
す
る
点
で
は
、
Ｊ
Ａ
も
他
の

お
客
さ
ん
と
同
等
と
い
う
こ
と
。
Ｊ
Ａ
の

指
導
員
に
し
て
も
、
自
分
の
と
こ
の
営
業

マ
ン
と
思
え
ば
い
い
。
会
社
の
経
営
と
し

て
は
そ
ん
な
つ
も
り
で

す
。
農
家
の
人
た
ち
は
農

協
あ
り
き
な
の
で
、
そ
れ

を
上
手
に
利
用
す
る
し
か

な
い
。

昆　

組
合
員
さ
ん
た
ち
は

株
主
な
ん
で
す
ね
。
紫
芝

さ
ん
の
と
こ
ろ
で
は
戸
別

所
得
補
償
制
度
の
申
請
書

づ
く
り
も
代
行
し
て
い

る
。
事
務
作
業
を
や
っ
て

上
げ
て
い
る
ん
で
す
よ
。

紫
芝
さ
ん
自
身
は
、
コ
メ

を
農
協
に
売
っ
て
い
る
わ

け
で
は
な
い
け
ど
。

紫
芝　

ま
あ
、
行
政
や
農

協
主
導
型
で
集
落
営
農
を

つ
く
っ
た
り
、
法
人
を
作

ろ
う
と
い
っ
た
り
す
る
動
き
に
乗
る
方
が

楽
だ
と
は
思
い
ま
す
。
そ
ん
な
事
例
は
多

い
ん
じ
ゃ
な
い
で
す
か
。
で
も
、
行
政
や

Ｊ
Ａ
に
左
右
す
る
の
で
は
な
く
、
経
営
者

と
し
て
の
理
念
や
ポ
リ
シ
ー
を
持
つ
こ
と

が
大
事
だ
と
思
う
。

地
域
資
源
を
受
け
継
ぐ
意
味

紫
芝　

と
言
っ
て
も
最
近
ま
で
、
自
分
は

リ
ー
ダ
ー
な
の
か
経
営
者
な
の
か
、
矛
盾

を
抱
え
て
い
た
ん
で
す
。
そ
れ
が
昆
さ
ん

か
ら
先
日
取
材
を
受
け
て
、
農
村
経
営
者

と
い
う
言
葉
を
も
ら
っ
た
。
そ
れ
で
、
ま

た
今
年
か
ら
頑
張
れ
る
ぞ
、
と
励
ま
さ
れ

た
ん
で
す
。

清
水　

私
も
す
ご
く
、

し
っ
く
り
く
る
言
葉
や

な
と
思
い
ま
し
た
。

紫
芝　

集
落
営
農
の
リ

ー
ダ
ー
は
一
杯
い
る
ん

で
す
よ
。
で
も
、
経
営

能
力
が
あ
る
か
と
言
え

ば
、
な
い
人
の
方
が
多

い
。
で
き
る
人
は
自
分

で
経
営
し
て
し
ま
う
か

ら
。
だ
っ
て
、
利
益
を

考
え
た
ら
、
そ
う
で
す
よ
ね
。
利
益
は
自

分
の
も
の
に
な
る
で
し
ょ
。
そ
れ
が
集
落

営
農
の
リ
ー
ダ
ー
は
給
料
を
も
ら
っ
て
仕

事
し
て
い
る
だ
け
で
、
利
益
が
出
た
っ
て

給
料
に
反
映
さ
れ
る
わ
け
で
は
な
い
。
そ

ん
な
時
に
農
村
経
営
者
と
い
う
言
葉
を
も

ら
っ
た
ん
で
す
。

昆　

農
村
経
営
者
と
い
う
の
は
さ
、
歴
史

を
含
め
た
全
部
と
い
う
、
も
の
す
ご
い
経

営
資
源
を
受
け
継
ぐ
こ
と
に
な
る
。
実
は

そ
れ
を
生
か
せ
れ
ば
、
大
き
な
産
業
が
育

て
ら
れ
る
の
で
は
な
い
か
な
。
も
ち
ろ
ん

最
初
の
ご
苦
労
と
い
う
の
は
や
む
を
得
ず

あ
る
だ
ろ
う
け
ど
。

見
る
前
に
飛
ぶ

高
木　

紫
芝
さ
ん
も
清
水
さ
ん
も
失
敗
は

な
い
ん
で
す
か
？

紫
芝　

失
敗
だ
ら
け
で
す
よ
ね
。

清
水　

私
も
そ
う
で
す
。

昆　

失
敗
し
て
も
止
め
な
け
れ
ば
、
失
敗

じ
ゃ
な
い
で
す
よ
。

紫
芝　

で
も
、
自
分
に
は
ま
だ
成
功
し
た

と
い
う
感
覚
は
な
い
ん
で
す
ね
。「
よ
く

や
っ
て
る
ね
」「
い
い
経
営
し
て
る
ね
」

と
言
わ
れ
る
け
ど
、何
が
成
功
な
の
か
な
、

と
。
む
し
ろ
、
成
功
し
た
と
い
わ
れ
る
の

が
非
常
に
苦
痛
。成
功
が
形
に
な
る
の
は
、

法
人
経
営
を
成
立
さ
せ
て
３
世
代
目
ぐ
ら

い
の
社
長
じ
ゃ
な
い
か
な
。
僕
な
ん
て
あ

く
ま
で
通
過
点
に
過
ぎ
な
い
ん
じ
ゃ
な
い

か
、
と
。

昆　

そ
れ
こ
そ
一
般
に
考
え
ら
れ
て
る
資

本
の
基
で
の
事
業
経
営
と
は
違
っ
て
、
農

村
で
の
新
し
い
ビ
ジ
ネ
ス
を
形
づ
く
ろ
う

と
い
う
わ
け
だ
か
ら
ね
。
農
村
に
お
け
る

あ
れ
こ
れ
を
サ
ー
ビ
ス
に
す
る
こ
と
が
、

ど
う
し
た
ら
成
立
す
る
の
か
は
試
行
錯

誤
。
な
の
で
、
農
村
経
営
者
に
大
事
な
の

は
ま
さ
に
「
見
る
前
に
飛
ぶ
」
と
い
う
こ

上石津町の農地はいずれも柵が張り巡らされている

岐阜県大垣市上石津町では鹿やイノシシが出没
するので、路肩に注意の看板が掲げられている。
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と
で
す
よ
ね
。

紫
芝　

そ
う
で
す
、
墜
落
し
な
い
よ
う
に

踏
ん
張
っ
て
い
る
だ
け
で
（
笑
）

昆　

先
日
紫
芝
さ
ん
の
直
売
所
に
行
っ
た

け
ど
、
と
て
も
小
さ
い
ん
で
す
よ
ね
。
ま

る
で
喫
茶
店
み
た
い
で
。
そ
こ
に
農
産
物

だ
け
で
な
く
、
ア
ク
セ
サ
リ
ー
も
置
い
て

あ
る
。そ
れ
が
何
だ
か
人
を
寄
せ
て
い
る
。

清
水　

紫
芝
さ
ん
の
記
事
を
読
ん
で
共
感

し
た
の
は
、
お
店
に
椅
子
を
置
い
て
、
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
場
と
し
て
い
る
こ
と
。
お

友
達
を
連
れ
て
き
た
り
、
知
り
合
い
に
な

っ
た
り
し
て
い
る
ん
か
な
、
と
。

紫
芝　

う
ち
は
周
辺
の
直
売
所
よ
り
坪
単

価
は
多
い
ん
で
す
よ
。

昆　

棚
の
面
積
は
小
さ
い
ん
だ
よ
ね
。
む

し
ろ
、
み
ん
な
が
座
る
椅
子
や
テ
ー
ブ
ル

の
方
が
大
き
い
。
店
に
モ
ノ
だ
け
で
は
な

く
て
、別
の
何
か
が
あ
る
と
い
う
こ
と
を
、

お
客
さ
ん
が
気
づ
い
て
る
ん
で
し
ょ
う
ね
。

紫
芝　

お
客
さ
ん
に
よ
く
言
わ
れ
る
ん
で

す
、「
店
員
が
素
人
く
さ
い
」
と
。
だ
か

ら
僕
は
一
応
、
お
客
さ
ん
へ
の
対
応
法
を

勉
強
し
ま
し
ょ
う
、と
店
員
に
伝
え
ま
す
。

で
も
、そ
れ
以
上
の
こ
と
は
口
に
し
な
い
。

　

と
い
う
の
も
、
一
方
で
お
客
さ
ん
は
こ

ん
な
こ
と
も
言
っ
て
く

る
か
ら
。「
ど
こ
の
直

売
所
も
、
ス
タ
ッ
フ
は

最
初
、
親
切
だ
っ
た
。

そ
れ
が
直
売
所
が
大
き

く
な
る
と
、
普
通
の
ス

ー
パ
ー
の
店
員
さ
ん
と

変
わ
ら
な
く
な
る
」と
。

だ
か
ら
、
こ
の
ま
ま
で

い
て
欲
し
い
ん
だ
と
思

う
ん
で
す
。

清
水　

単
純
に
モ
ノ
を

買
い
に
来
て
い
る
わ
け

で
は
な
い
ん
で
す
ね
。

紫
芝　

あ
の
店
を
開
く

時
に
、
周
り
か
ら
言
わ

れ
ま
し
た
よ
。「
ま
た

新
し
い
こ
と
を
や
る

の
」「
店
を
作
っ
た
っ

て
長
続
き
し
な
い
よ
」
と
。
で
も
、
潰
れ

る
わ
け
で
も
な
く
や
っ
て
る
か
ら
、
こ
れ

か
ら
も
続
く
と
思
う
。
失
敗
の
こ
と
は
考

え
ず
に
、
楽
し
む
の
が
大
事
で
す
よ
。

昆　

あ
の
店
は
田
切
農
産
の
シ
ョ
ウ
・
ウ

ィ
ン
ド
ウ
か
も
し
れ
な
い
。

紫
芝　

そ
う
で
す
ね
。
メ
イ
ン
は
農
業
生

産
で
、
店
が
で
き
て
も
莫
大
な
利
益
が
上

が
る
わ
け
で
は
な
い
。
で
も
、
み
ん
な
が

来
て
楽
し
ん
で
く
れ
れ
ば
良
い
し
、
我
々

も
途
中
で
寄
っ
て
お
茶
が
で
き
る
し
。
そ

れ
は
そ
れ
で
意
味
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。

中
山
間
地
の
条
件
を
逆
手
に
取
る

高
木　

先
ほ
ど
僕
の
地
域
を
見
ら
れ
て
、

ど
う
感
じ
ら
れ
ま
し
た
？

清
水　

消
費
地
が
近
い
か
ら
、
人
が
来
や

す
い
で
す
よ
ね
。
み
わ
・
ダ
ッ
シ
ュ
村
も

そ
う
な
ん
で
す
。
来
て
、
帰
っ
て
、
ち
ょ

う
ど
一
日
な
ん
で
す
よ
ね
。
町
の
顔
と
し

て
は
似
て
い
る
。
近
く
の
限
界
集
落
に
何

年
か
前
、
ス
タ
ッ
フ
が
京
都
市
内
か
ら
移

住
し
て
来
た
。
そ
こ
は
、
そ
れ
こ
そ
夢
の

よ
う
な
と
こ
ろ
な
ん
で
す
。

昆　

そ
の
方
は
何
を
し
て
い
た
方
な
ん
で

す
？

清
水　

京
都
市
内
で
自
然
食
レ
ス
ト
ラ
ン

を
経
営
し
て
い
た
。
い
ま
40
歳
半
ば
ぐ
ら

い
で
す
。

高
木　

清
水
さ
ん
の
と
こ
、
獣
害
は
ど
う

な
ん
で
す
か
？

清
水　

う
ち
の
と
こ
も
イ
ノ
シ
シ
は
い
ま

す
よ
。
２
０
１
１
年
度
ま
で
で
す
け
ど
、

み
わ
・
ダ
ッ
シ
ュ
村
の
敷
地
内
で
は
面
白

い
取
り
組
み
を
や
っ
て
ま
し
た
。
N
P
O

法
人
・
京
都
S
E
I
N
E
N
団
が
始
め
た

みわ・ダッシュ村にある高さ22.9ｍの巨大ブランコ（清
水さん提供）

清水さんが「(上石津町と)町としては同じ顔」という福知山市三和町にある、
みわ・ダッシュ村（清水さん提供）

特

集
【
創
刊
20
周
年
記
念
】
座
談
会 

農
村
経
営
者
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「
丹
波
猪
：
巨
大
捕
獲
檻
共
同
オ
ー
ナ

ー
」。
イ
ノ
シ
シ
用
の
檻
を
設
置
す
る
の

に
オ
ー
ナ
ー
を
募
集
し
た
ん
で
す
。
山
に

囲
ま
れ
て
い
た
農
地
の
辺
り
に
檻
を
こ
し

ら
え
て
、
イ
ノ
シ
シ
を
捕
ま
え
た
ら
肉
に

し
て
、
農
産
物
と
一
緒
に
オ
ー
ナ
ー
さ
ん

に
配
る
。

高
木　

そ
れ
は
面
白
い
、
そ
の
発
想
な
ん

で
す
よ
ね
。
と
り
あ
え
ず
僕
ら
は
「
駆
除

せ
な
あ
か
ん
」
っ
て
い
う
発
想
し
か
な
い

も
ん
で
す
か
ら
。

清
水　

で
も
、
イ
ノ
シ
シ
が
な
か
な
か
捕

れ
な
い
ん
で
す
よ
（
笑
）。

紫
芝　

高
木
さ
ん
の
地
域
は
農
業
生
産
と

い
う
こ
と
だ
け
で
言
え
ば
、
う
ち
の
田
切

地
区
よ
り
や
り
や
す
い
と
い
う
気
は
し
ま

し
た
よ
。
う
ち
よ
り
メ
イ
ン
の
農
地
は
平

ら
で
す
か
ら
。
確
か
に
獣
害
は
ひ
ど
い
ん

で
し
ょ
う
け
ど
、
克
服
で
き
る
可
能
性
は

あ
る
。
メ
イ
ン
の
道
路
か
ら
ち
ょ
っ
と
入

る
と
山
の
間
に
田
ん
ぼ
や
人
家
が
あ
る
で

し
ょ
。
そ
ん
な
地
形
を
長
野
で
は「
ほ
ら
」

と
い
う
ん
で
す
ね
。
あ

そ
こ
は
宝
の
山
だ
と
思

う
ん
で
す
。
ほ
ら
ご
と

に
特
色
を
出
し
た
も
の

を
作
る
と
か
、
ト
ウ
ガ

ラ
シ
を
作
っ
て
獣
害
を

な
く
し
た
り
だ
と
か
。

メ
イ
ン
は
水
田
で
活
用

し
、
ほ
ら
に
は
花
を
植

え
れ
ば
人
が
来
る
か
も

し
れ
な
い
。

昆　

僕
は
「
ほ
ら
」
で

は
な
く
「
沢
筋
」
と
い

う
ん
で
す
が
、
あ
あ
し

た
場
所
で
は
人
々
が
生

き
残
る
最
適
化
を
し
て

き
た
ん
で
す
よ
。
か
つ

て
最
適
だ
っ
た
こ
と
が

う
ち
捨
て
ら
れ
て
る
だ

け
で
、
今
の
人
た
ち
は

ど
う
生
か
し
た
ら
い
い

ん
だ
ろ
う
と
い
う
こ
と
を
考
え
て
な
い
。

う
ち
捨
て
ら
れ
た
か
ら
マ
ツ
タ
ケ
も
出
な

い
、
祭
り
も
行
わ
れ
な
い
。
山
林
の
掃
除

や
水
路
の
整
理
も
今
で
は
金
を
払
っ
て
や

っ
て
も
ら
っ
て
る
け
ど
、
よ
そ
の
人
た
ち

を
含
め
て
や
れ
ば
、
沢
筋
別
に
色
々
な
価

値
が
見
出
さ
れ
る
こ
と
も
あ
る
ん
じ
ゃ
な

い
か
っ
て
思
う
。
こ
こ
は
良
い
ロ
ケ
ー
シ

ョ
ン
じ
ゃ
な
い
で
す
か
。人
は
来
ま
す
よ
。

高
木　

そ
れ
は
確
か
に
。
山
の
景
色
に
し

て
も
同
じ
も
の
は
な
い
ん
で
、
ど
こ
に
も

感
動
が
あ
り
ま
す
よ
。

清
水　

高
木
さ
ん
は
、
楽
し
い
と
い
う
オ

ー
ラ
を
体
中
か
ら
出
し
て
は
る
し
、
そ
れ

に
共
感
し
て
楽
し
ん
で
く
れ
は
る
人
は
た

く
さ
ん
い
る
と
思
う
。

昆　

一
般
論
と
し
て
、
経
営
者
は
好
き
で

好
き
で
仕
方
な
い
こ
と
を
や
る
の
が
、
一

番
た
や
す
い
こ
と
じ
ゃ
な
い
か
な
。
も
ち

ろ
ん
全
員
を
お
客
さ
ん
に
す
る
こ
と
は
無

理
。
で
も
、
同
じ
こ
と
を
考
え
る
人
は
あ

る
程
度
い
る
わ
け
で
す
よ
。
繰
り
返
し
で

す
が
、
都
会
に
出
て
行
っ
た
人
は
、
地
元

に
対
し
て
あ
る
種
の
後
ろ
め
た
さ
を
持
っ

て
る
。
彼
ら
を
巻
き
込
ん
で
、
い
か
に
一

緒
に
面
白
が
れ
る
か
が
大
切
だ
と
思
い
ま

す
。楽

し
み
を
分
か
ち
合
う

高
木　

な
る
ほ
ど
、
楽
し
く
変
え
て
い
か

な
い
と
ね
。
楽
し
く
な
る
の
を
待
つ
の
で

は
な
く
、
自
分
で
行
動
し
て
い
か
な
い
と

ね
。
残
さ
れ
た
も
ん
が
楽
し
め
る
方
向
に

持
っ
て
い
か
な
い
と
。

紫
芝　

楽
し
い
こ
と
は
非
常
に
大
事
な
こ

と
だ
と
思
う
。
会
社
組
織
で
や
っ
て
い
る

と
、
仕
事
は
上
か
ら
押
し
付
け
ら
れ
る
と

い
う
意
識
が
多
少
な
り
と
も
あ
る
。
う
ち

で
は
、
そ
れ
を
あ
ま
り
持
た
せ
な
い
よ
う

に
し
て
い
る
。
ど
ん
な
仕
事
だ
っ
て
苦
し

い
ん
で
す
よ
。
う
ち
の
職
員
は
５
時
ま
で

に
事
務
所
に
帰
っ
て
く
る
ん
で
す
ね
。
彼

ら
は
「
大
変
だ
っ
た
」
と
言
う
け
ど
、
眼

が
笑
っ
て
い
る
ん
で
す
ね
。
な
ぜ
苦
し
い

が
楽
し
い
に
変
わ
る
か
と
い
う
と
、
一
緒

に
仕
事
を
し
て
い
る
人
が
い
る
か
ら
な
ん

で
す
よ
。そ
う
い
う
こ
と
を
で
き
る
の
が
、

集
落
と
い
う
昔
か
ら
の
組
織
な
ん
で
す

ね
。
そ
れ
を
生
か
す
に
は
一
人
で
何
か
を

す
る
の
で
は
な
く
、
み
ん
な
で
何
か
を
す

る
こ
と
。
そ
う
視
点
を
変
え
る
と
、
可
能

性
は
う
ん
と
広
が
り
ま
す
よ
。

清
水　

う
ち
も
会
社
に
な
る
前
、
社
長
が

「
み
ん
な
で
村
へ
行
こ
う
ぜ
」
と
言
っ
て
、

社
会
貢
献
事
業
の
一
環
と
し
て
や
っ
て
い

た
。

紫
芝　

仕
事
な
ん
か
、
一
人
で
や
る
も
ん

ん
じ
ゃ
な
い
で
す
よ
。
一
人
で
全
部
抱
え

る
と
大
変
な
ん
で
、
い
か
に
多
く
の
人
を

関
わ
ら
せ
る
こ
と
が
大
切
。

昆　

経
営
者
が
偉
い
わ
け
で
は
な
い
ん
で

す
よ
。経
営
者
は
た
だ
の
機
能
な
ん
で
す
。

た
だ
、
資
質
は
必
要
で
、
誰
に
で
も
で
き

る
わ
け
で
は
な
い
。
と
り
わ
け
農
村
経
営

山で木を切り出す高木さん
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者
と
い
う
の
は
、
一
般
企
業
の
経
営
者
以

上
に
社
会
性
を
帯
び
た
自
分
と
し
て
あ
ろ

う
と
す
る
。
で
あ
れ
ば
こ
そ
大
き
な
こ
と

も
で
き
る
。
そ
れ
を
実
現
す
る
に
は
、
異

質
な
人
が
い
る
ほ
ど
に
良
い
ん
で
す
よ
。

友
達
の
数
だ
と
思
い
ま
す
ね
。

紫
芝　

知
り
合
い
の
数
で
す
よ
。

高
木　

僕
は
老
人
に
は
知
り
合
い
が
多
い

（
笑
）。

昆　

そ
れ
は
最
高
の
力
で
す
（
笑
）。

農
村
に
広
が
る
可
能
性

昆　

最
後
に
、
座
談
会
を
通
し
て
感
じ
た

こ
と
を
聞
か
せ
て
く
だ
さ
い
。

清
水　

一
言
で
農
村
と
い
っ
て
も
、
地
域

に
よ
っ
て
人
や
文
化
は
違
う
わ
け
じ
ゃ
な

い
で
す
か
。
農
村
経
営
者
が
自
分
た
ち
の

地
域
の
こ
と
を
理
解
し
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の

特
色
や
良
い
と
こ
ろ

を
、
日
本
中
に
発
信
で

き
る
存
在
に
な
れ
ば
、

農
村
が
再
び
光
り
出
す

ん
じ
ゃ
な
い
か
な
と
思

い
ま
す
。

紫
芝　

農
村
経
営
者
と

い
う
言
葉
を
考
え
る
中

で
浮
か
ん
だ
の
は
、
脆

弱
に
な
っ
た
社
会
イ
ン

フ
ラ
を
補
完
す
る
必
要

が
あ
る
か
な
と
。
限
界

集
落
は
お
年
寄
り
ば
か

り
で
買
い
物
も
ま
ま
な

ら
な
い
。
う
ち
の
集
落

も
そ
れ
を
支
援
す
る
た

め
に
何
か
し
よ
う
と
考

え
て
い
て
、
農
村
の
基

盤
を
維
持
す
る
た
め
に

農
業
経
営
な
り
、
社
会

経
営
な
り
も
含
め
な
が

ら
全
体
を
考
え
て
い
く

必
要
が
あ
り
ま
す
ね
。

高
木　

中
山
間
地
で
15�

ha
に
達
し
た
時
に

農
業
経
営
者
と
し
て
限
界
か
な
と
感
じ
ま

し
た
。
次
は
ど
う
し
よ
う
か
な
と
、
混
沌

と
し
て
い
た
ん
で
す
。
そ
れ
が
今
回
、
農

村
経
営
者
と
い
う
言
葉
に
出
会
い
、
農
業

経
営
者
で
は
な
く
農
村
経
営
者
と
い
う
方

向
が
あ
る
ん
だ
と
。
た
と
え
ば
子
ど
も
た

ち
が
山
へ
入
っ
て
木
を
切
る
こ
と
も
イ
ベ

ン
ト
に
な
る
し
、
そ
れ
を
輪
切
り
に
し
て

持
っ
て
帰
っ
て
工
作
し
て
も
ら
う
の
も
楽

し
い
。
獣
害
は
ひ
ど
い
け
ど
、
そ
れ
を
逆

手
に
取
っ
て
、
イ
ノ
シ
シ
や
鹿
を
見
に
行

く
ツ
ア
ー
も
組
め
な
い
か
な
と
い
う
発
想

が
浮
か
び
ま
し
た
。

紫
芝　

そ
れ
、
う
ち
で
や
っ
て
ま
す
よ
。

夜
に
鹿
を
見
に
行
く
「
ナ
イ
ト
・
サ
フ
ァ

リ
」
で
す
ね
。

高
木　

さ
す
が
で
す
（
笑
）。
農
村
に
は

色
々
な
可
能
性
が
あ
る
ん
で
す
ね
。
今
回

は
い
い
刺
激
に
な
り
ま
し
た
。

昆　

い
ま
糖
尿
病
社
会
に
な
っ
て
、
過
剰

の
病
理
を
生
み
出
す
よ
う
に
な
っ
た
。
で

も
、
そ
う
し
た
時
代
に
こ
そ
農
村
に
は
多

く
の
ビ
ジ
ネ
ス
チ
ャ
ン
ス
が
あ
る
ん
じ
ゃ

な
い
か
と
。
失
わ
れ
つ
つ
あ
る
村
の
論
理

を
、お
年
寄
り
は
知
っ
て
い
る
ん
で
す
よ
。

そ
の
こ
と
を
つ
な
ぐ
と
い
う
の
が
、
農
業

だ
け
で
は
な
く
い
ま
の
日
本
の
社
会
に
必

要
な
ん
だ
と
思
い
ま
す
。
必
要
と
さ
れ
る

こ
と
は
、
ビ
ジ
ネ
ス
チ
ャ
ン
ス
が
あ
る
と

い
う
こ
と
。
皆
さ
ん
の
今
後
に
期
待
し
て

ま
す
。

紫芝さんの田切農産が運営する農産物直売所。地元の人々の憩いの場になっている（長野県飯島町）

【
後
談
】

　

３
月
末
に
開
い
た
座
談
会
か
ら
１
週

間
後
、
高
木
さ
ん
が
早
く
も
動
き
出
し

た
。
紫
芝
、
清
水
両
氏
か
ら
刺
激
を
受

け
、
春
作
業
で
忙
し
い
最
中
と
い
う
の

に
「
農
村
ア
ミ
ュ
ー
ズ
メ
ン
ト
ラ
イ
フ

構
想
」（
案
）
を
書
き
上
げ
た
と
い
う

の
だ
。

　

構
想
案
で
は
、
座
談
会
で
語
っ
た
よ

う
な
現
状
を
踏
ま
え
な
が
ら
、
上
石
津

町
民
に
対
し
て
い
く
つ
か
の
問
い
か
け

を
し
て
い
る
。
①
農
村
自
体
を
遊
び
場

と
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
集
落
の
維
持

管
理
で
き
な
い
だ
ろ
う
か
②
農
村
の
共

同
作
業
や
農
村
の
仕
事
を
ア
ミ
ュ
ー
ズ

メ
ン
ト
化
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
そ
こ

に
来
る
人
も
そ
こ
に
住
む
人
も
農
村
を

楽
し
め
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
③
子

ど
も
か
ら
大
人
ま
で
誰
で
も
が
あ
そ
こ

の
場
所
へ
行
け
ば
い
つ
も
や
る
こ
と
が

あ
り
、
仲
間
が
い
て
楽
し
い
と
思
え
る
、

そ
し
て
時
間
が
あ
れ
ば
行
き
た
く
な

る
、
そ
ん
な
お
も
し
ろ
い
場
所
（
農
村
）

を
作
れ
な
い
だ
ろ
う
か
―
―
と
い
っ
た

感
じ
だ
。

　

高
木
さ
ん
は
農
林
業
に
金
銭
を
超
え

た
充
実
感
が
あ
る
こ
と
を
五
感
を
通
し

て
知
っ
て
い
る
。
だ
か
ら
こ
そ
語
り
か

け
る
。「
僕
の
味
わ
っ
た
こ
の
感
動
を

共
有
で
き
る
仲
間
が
居
る
こ
と
を
願
う

ば
か
り
で
す
。
そ
れ
は
、
人
そ
れ
ぞ
れ

の
自
分
が
主
人
公
の
物
語
の
始
ま
り
で

す
。
参
加
ま
た
は
賛
同
し
て
く
れ
る
方

ひ
と
り
ひ
と
り
が
主
人
公
の
物
語
と
い

う
こ
と
で
す
」

　

構
想
を
完
成
さ
せ
た
ら
、
協
力
し
合

え
る
仲
間
と
と
も
に
実
行
に
移
す
と
い

う
。
形
に
な
っ
て
き
た
時
、
彼
の
奮
闘

ぶ
り
を
本
誌
で
再
び
紹
介
し
た
い
。
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概
し
て
世
論
は
日
本
農
業
の
危
機
を
あ
お
る
が
、
水
田
農
業
の
若
い
経
営
者
た
ち
は

む
し
ろ
新
た
な
可
能
性
を
見
出
し
て
い
る
。
農
業
就
業
人
口
が
近
い
将
来
に
急
激
に
減

る
こ
と
が
予
想
さ
れ
る
中
、
彼
ら
は
ど
ん
な
未
来
を
描
い
て
い
る
の
か
。
本
誌
編
集
長

の
昆
吉
則
が
次
世
代
を
担
う
４
人
の
胸
の
う
ち
に
迫
っ
た
。

農
業
経
営
者
を
求
め
る
時
代
に

昆
吉
則
（
本
誌
編
集
長
）　

僕
は
農
業
に

関
わ
っ
て
40
年
以
上
に
な
る
け
ど
、
農
業

関
係
者
の
言
葉
は
全
く
変
わ
ら
な
い
。
高

齢
化
、
後
継
者
不
足
、
農
地
集
積
が
困
難
、

米
価
が
安
い
。
そ
し
て
、危
機
だ
危
機
だ
、

と
。
40
年
以
上
も
危
機
だ
と
言
わ
れ
な
が

ら
こ
ん
な
に
続
く
世
界
っ
て
他
に
あ
る
か

な
。

　

例
え
ば
高
齢
化
し
て
い
る
な
ん
て
、
む

し
ろ
そ
れ
は
チ
ャ
ン
ス
な
ん
じ
ゃ
な
い

か
。
早
く
か
ら
高
齢
化
が
叫
ば
れ
て
き
た

南
九
州
な
ど
、
も
っ
と
も
大
規
模
化
が
進

ん
だ
地
域
に
な
っ
て
い
る
。
高
齢
化
し
て

離
農
が
進
め
ば
こ
そ
、
農
地
が
自
然
と
集

積
さ
れ
る
。
こ
の
雑
誌
を
創
刊
し
た
当
時

は
ま
だ
食
管
法
が
あ
っ
た
時
代
で
、
コ
メ

だ
け
で
な
く
、
食
管
法
の
制
度
や
そ
れ
を

背
景
と
し
た
農
業
界
の
論
理
と
闘
う
よ
う

な
人
た
ち
が
最
初
の
読
者
だ
っ
た
。
君
た

ち
の
お
父
さ
ん
や
お
祖
父
さ
ん
の
世
代
。

　

お
父
さ
ん
た
ち
は
苦
労
さ
れ
て
き
た
だ

ろ
う
け
ど
、
君
た
ち
の
世
代
は
あ
の
時
代

と
比
べ
る
と
ず
っ
と
自
由
な
時
代
に
な
っ

て
い
る
と
思
う
の
だ
が
、ど
う
で
し
ょ
う
。

こ
れ
か
ら
さ
ら
に
水
田
農
業
の
可
能
性
は

大
き
く
広
が
っ
て
く
る
。
コ
メ
だ
け
に
と

ら
わ
れ
ず
、
農
業
経
営
で
ど
ん
な
イ
ノ
ベ

ー
シ
ョ
ン
を
考
え
て
い
る
の
か
を
教
え
て

も
ら
い
た
い
。
自
己
紹
介
含
め
、
少
し
ず

つ
聞
か
せ
て
く
だ
さ
い
。

橋
本
英
介　

私
は
千
葉
県
の
柏
市
で
ラ
イ

ス
セ
ン
タ
ー
業
を
や
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ

を
親
父
が
始
め
た
の
は
25
年
前
。
20�

ha
か

ら
ス
タ
ー
ト
し
、
今
で
は
90�

ha
に
な
り
ま

し
た
。
親
父
も
25
年
前
に
は
、
ま
さ
か
こ

ん
な
に
大
き
く
な
る
と
は
踏
ん
で
な
か
っ

た
。
農
家
の
年
齢
層
か
ら
す
れ
ば
、
自
分

た
ち
の
面
積
が
ど
こ
か
の
時
期
に
ド
カ
ッ

と
増
え
る
の
は
間
違
い
な
い
。
恐
ら
く
今

後
５
年
か
ら
10
年
で
１
５
０
ha
か
ら
２
０

０
ha
に
な
る
。

　

な
の
で
国
の
事
業
を
利
用
し
て
、
20
ａ

の
田
ん
ぼ
に
１
０
０
ha
分
の
コ
メ
の
処
理

能
力
が
あ
る
ラ
イ
ス
セ
ン
タ
ー
を
造
り
ま

し
た
。
山
本
製
作
所
の
「
ス
タ
ア
デ
ポ
」

を
初
め
て
１
基
入
れ
た
ん
で
す
。
今
後
は

受
託
面
積
が
増
え
て
も
施
設
は
い
じ
ら

ず
、「
ス
タ
ア
デ
ポ
」
を
外
付
け
す
る
。

こ
れ
で
、
ど
れ
だ
け
の
面
積
に
も
対
応
で

き
ま
す
。
親
父
の
時
代
は
苦
し
い
思
い
を

し
た
が
、
僕
ら
の
世
代
に
な
り
本
当
の
チ

ャ
ン
ス
は
こ
れ
か
ら
だ
と
思
う
。
期
待
と

座談会
水田農業イノベーション

創刊20周年
記念
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と
も
に
使
命
感
も
感
じ
て
い
て
、
農
業
は

こ
れ
か
ら
楽
し
く
な
る
な
と
。

昆　

い
ま
、
自
ら
の
立
場
を
ラ
イ
ス
セ
ン

タ
ー
業
と
お
っ
し
ゃ
っ
た
で
し
ょ
う
。
兼

業
化
す
る
農
村
の
中
で
作
業
請
負
を
し
て

経
営
を
伸
ば
し
て
き
た
人
は
た
く
さ
ん
い

る
の
だ
け
ど
、
自
ら
の
事
業
を
ラ
イ
ス
セ

ン
タ
ー
業
と
い
う
呼
ぶ
こ
と
自
体
新
し
い

ね
。
そ
れ
が
や
が
て
は
大
規
模
な
農
業
経

営
者
へ
と
展
開
し
て
い
く
の
だ
ろ
う
け

ど
。
黒
野
さ
ん
の
経
営
も
ラ
イ
ス
セ
ン
タ

ー
業
の
よ
う
な
性
格
が
あ
り
ま
す
よ
ね
。

黒
野
貴
義　

そ
う
で
す
ね
。
う
ち
は
経
営

面
積
70�

ha
で
コ
メ
と
転
作
作
物
を
作
る
の

と
合
わ
せ
、
ラ
イ
ス
セ
ン
タ
ー
業
も
や
っ

て
ま
す
。
兼
業
農
家
さ
ん
が
農
協
の
カ
ン

ト
リ
ー
に
持
っ
て
い
く
と
コ
メ
が
混
ざ
っ

て
し
ま
う
だ
と
か
、
自
分
の
コ
メ
を
自
分

で
販
売
し
た
い
だ
と
か
、
そ
う
い
う
人
た

ち
が
利
用
し
て
く
れ
る
。
う
ち
の
乾
燥
調

製
施
設
は
い
ず
れ
も
大
き
く
は
な
く
て
、

18
石
か
ら
50
石
が
15
基
。
大
小
の
乾
燥
機

の
基
数
を
多
く
し
て
、
個
別
乾
燥
の
お
客

さ
ん
に
対
応
し
て
い
ま
す
ね
。

　

橋
本
さ
ん
と
同
じ
よ
う
な
話
で
す
が
、

お
客
さ
ん
の
依
頼
が
ラ
イ
ス
セ
ン
タ
ー
に

入
り
き
れ
な
い
ほ
ど
に
な
り
、
断
ら
ざ
る

を
え
な
く
な
っ
た
。
何
と
か
な
ら
な
い
か

な
と
思
っ
て
い
る
時
、
農
協
が
カ
ン
ト
リ

ー
の
稼
働
率
が
低
い
こ
と
を
気
に
し
て
い

る
事
を
知
り
、
相
談
を
持
ち
か
け
た
ん
で

す
。
う
ち
の
コ
メ
と
よ
そ
の
コ
メ
を
混
ぜ

な
い
と
い
う
条
件
で
、
う
ち
の
コ
メ
を
農

協
の
カ
ン
ト
リ
ー
に
持
っ
て
行
く
と
い
う

協
同
事
業
を
。
う
ち
も
15
基
が
精
一
杯
だ

っ
た
と
こ
ろ
、
農
協
と
た
ま
た
ま
う
ま
い

関
係
を
築
け
た
。
自
己
資
金
で
低
温
倉
庫

や
色
彩
選
別
機
を
入
れ
る
と
何
千
万
円
に

な
り
ま
す
か
ら
ね
。

昆　

農
協
が
カ
ン
ト
リ
ー
の
運
営
を
助
け

て
く
れ
、
と
い
う
の
は
よ
く
あ
る
ん
で
す

よ
。
そ
れ
も
時
代
の
変
化
な
の
か
な
と
思

い
ま
す
。
黒
野
さ
ん
に
す
れ
ば
自
分
の
投

資
を
減
ら
せ
る
わ
け
で
。
農
協
が
動
か
な

い
こ
と
が
チ
ャ
ン
ス
に
な
っ
て
る
。
飯
田

さ
ん
の
と
こ
ろ
は
ど
う
？

飯
田
勝
市　

私
は
皆
さ
ん
と
比
べ
れ
ば
小

さ
な
面
積
で
し
て
、
コ
メ
が
15�

ha
、
大
麦

が
15��

ha
、
大
豆
が
３
ha
。
こ
れ
を
父
親
と

二
人
だ
け
で
や
っ
て
ま
す
。
ラ
イ
ス
セ
ン

タ
ー
業
で
す
が
、
う
ち
は
農
協
の
力
が
強

い
。
郡
に
一
基
大
き
い
ラ
イ
ス
セ
ン
タ
ー

を
持
っ
て
て
、
町
に
も
そ
れ
ぞ
れ
持
っ
て

る
。
コ
メ
の
集
荷
力
が
あ
る
の
で
、
個
人

の
ラ
イ
ス
セ
ン
タ
ー
業
は
成
り
立
た
な
い

で
す
ね
。
た
だ
、
農
協
が
10
俵
ほ
ど
入
る

鉄
コ
ン
テ
ナ
を
持
っ
て
る
の
で
、
農
家
さ

ん
の
コ
メ
を
乾
燥
し
て
、
そ
こ
に
運
ぶ
仕

事
を
し
て
ま
す
。

昆　

自
前
の
乾
燥
調
製
施
設
は
な
い
の
？

飯
田　

30
石
を
３
基
持
っ
て
い
ま
す
。
今

年
は
50
石
ぐ
ら
い
の
を
１
基
入
れ
た
い
。

自
分
で
刈
っ
た
分
は
、
自
分
で
乾
燥
し
た

い
で
す
か
ら
。
周
り
の
農
家
さ
ん
は
大
部

分
は
農
協
に
出
荷
す
る
け
ど
、
自
家
用
や

縁
故
米
は
う
ち
に
持
っ
て
く
る
よ
う
に
な

っ
て
き
た
。
こ
れ
が
将
来
的
に
は
増
え
る

の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
ね
。

昆　

安
藤
さ
ん
の
と
こ
ろ
は
、
ど
ん
な
経

営
を
さ
れ
て
い
る
ん
で
す
か
？

安
藤
誠
二　

昔
か
ら
う
ち
を
応
援
し
て
く

れ
て
い
た
小
さ
な
農
家
５
戸
と
一
緒
に
で

す
ね
、
合
計
30�

ha
ほ
ど
の
面
積
で
生
産
組

合
を
経
営
し
て
い
ま
す
。
そ
れ
か
ら
本
体

の
稲
作
と
は
別
に
個
人
で
ハ
ウ
ス
を
建
て

て
、
４
０
０
坪
の
水
耕
栽
培
で
野
菜
を
作

る
事
業
を
ス
タ
ー
ト
し
た
と
こ
ろ
で
す
。

い
ず
れ
集
落
の
水
田
２
０
０
ha
分
を
任
せ

ら
れ
る
こ
と
を
想
定
す
れ
ば
、
冬
期
の
仕

事
も
用
意
し
て
、
プ
ロ
の
オ
ペ
レ
ー
タ
ー

を
常
時
雇
用
し
て
お
き
た
い
で
す�

か
ら
。

他
産
業
の
成
長
あ
っ
て
の
農
業
発
展

昆　

黒
野
さ
ん
は
コ
メ
だ
け
で
な
く
、
桃

で
も
集
客
し
て
い
る
ん
だ
よ
ね
。

黒
野　

父
が
代
表
を
務
め
る
は
っ
ぴ
ー
農

産
は
コ
メ
よ
り
野
菜
や
桃
を
先
に
始
め
た

ん
で
す
。
祖
父
母
と
親
父
が
野
菜
や
ス
イ

カ
を
作
っ
て
い
た
ん
で
す
が
、
最
初
は
良

い
品
質
に
仕
上
が
ら
な
く
て
、
市
場
で
は

安
く
買
い
叩
か
れ
て
い
た
。
だ
か
ら
引
き

売
り
を
す
る
し
か
な
く
て
、
ト
ラ
ッ
ク
の

荷
台
に
野
菜
や
ス
イ
カ
も
積
ん
で
、
引
き

売
り
を
し
て
い
た
ん
で
す
。
桃
は
倉
庫
で

選
別
し
な
が
ら
直
売
を
し
て
い
た
の
で
、

お
客
さ
ん
も
桃
を
買
い
に
普
段
か
ら
う
ち

に
出
入
り
し
て
い
た
。
僕
自
身
は
そ
れ
を

橋本さんが設置した「スタアデポ」

安藤さんがスプラウトを栽培するハウス。今年初めて種をまく。
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見
な
が
ら
育
っ
た
か
ら
、
お
客
さ
ん
を
間

近
に
感
じ
る
ん
で
す
。

昆　

そ
う
い
え
ば
、
橋
本
さ
ん
の
お
じ
い

さ
ん
も
行
商
や
っ
て
た
ん
だ
よ
ね
。

橋
本　

そ
う
な
ん
で
す
。
お
じ
い
ち
ゃ
ん

た
ち
は
東
京
に
行
商
し
て
ま
し
た
ね
。
当

時
、
お
じ
い
ち
ゃ
ん
と
親
父
は
２
人
で
作

っ
た
野
菜
や
コ
メ
を
売
っ
て
、
月
に
１
０

０
万
円
は
稼
い
で
い
た
。
僕
も
そ
れ
を
見

て
育
っ
た
の
で
、
お
客
さ
ん
は
す
ご
く
身

近
に
感
じ
ま
す
。
ラ
イ
ス
セ
ン
タ
ー
の
経

営
で
も
、
農
地
を
農
家
さ
ん
か
ら
借
り
て

経
営
し
て
い
る
わ
け
で
、
農
家
さ
ん
が
お

客
さ
ん
と
い
う
感
覚
が
あ
り
ま
す
ね
。

昆　

今
か
ら
20
、
30
年
前
の
月
１
０
０
万

円
だ
か
ら
、
す
ご
い
よ
ね
。
そ
の
行
商
を

止
め
て
、
お
父
さ
ん
は
今
の
経
営
を
始
め

ら
れ
た
。
先
見
の
明
が
あ
る
な
と
思
い
ま

す
。
と
い
う
の
は
行
商
を
や
っ
て
も
、
ト

ラ
ッ
ク
一
台
分
の
商
売
に
し
か
な
ら
な

い
。
農
家
の
稼
ぎ

と
し
て
は
お
い
し

い
と
思
う
け
ど
、

事
業
と
し
て
考
え

た
場
合
に
は
今
の

形
態
に
な
る
ん
だ

な
と
感
じ
ま
し
た

よ
。

橋
本　

そ
う
で
す

よ
ね
。

昆　

黒
野
さ
ん
の

と
こ
ろ
は
ト
ヨ
タ

自
動
車
の
お
膝
元
。
橋
本
さ
ん
の
と
こ
ろ

も
東
京
に
通
勤
し
て
い
る
人
が
い
る
よ
う

な
場
所
で
し
ょ
。
消
費
地
が
近
い
。
そ
れ

に
ど
ち
ら
も
地
代
が
安
い
ん
で
す
よ
。
僕

は
思
う
ん
で
す
が
ね
、
農
業
以
外
の
産
業

が
成
長
し
た
と
こ
ろ
ほ
ど
、
農
業
経
営
の

可
能
性
が
出
て
く
る
。
む
し
ろ
農
業
地
帯

の
方
が
ね
、
成
長
す
る
の
に
足
か
せ
が
あ

る
。
地
代
が
と
に
か
く
高
い
の
は
、
僕
が

知
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
は
宮
城
の
角
田
と

か
青
森
の
弘
前
と
か
ね
。
10
ａ
当
た
り
３

万
円
は
し
ま
す
か
ら
。
基
盤
整
備
に
お
金

が
か
か
り
す
ぎ
て
い
る
。
そ
し
て
他
産
業

が
成
長
し
な
い
限
り
、
農
業
も
成
長
で
き

な
い
。他
産
業
と
競
争
す
る
の
で
は
な
く
、

一
体
的
に
考
え
て
も
ら
い
た
い
よ
ね
。

イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
は

直
播
で
は
な
く
無
代
か
き

昆　

一
方
で
で
す
ね
、
技
術
的
に
は
農
業

地
帯
が
先
取
り
し

て
い
る
。
た
と
え

ば
乾
田
直
播
に
し

て
も
、
東
北
の
メ

ン
バ
ー
が
先
取
り

し
て
や
っ
て
き

た
。
盛
川
周
祐
さ

ん
（
岩
手
県
花
巻

市
）
を
中
心
と
し

た
メ
ン
バ
ー
が
、

技
術
的
に
自
分
た

ち
の
リ
ス
ク
で
技

術
を
確
立
し
て
き
た
。
安
藤
さ
ん
も
盛
川

さ
ん
た
ち
の
取
り
組
み
を
見
て
き
た
で
し

ょ
。
ど
う
感
じ
て
る
？

安
藤　

盛
川
さ
ん
と
知
り
合
っ
た
の
は
10

年
前
で
す
か
ね
。
そ
れ
ま
で
家
は
近
か
っ

た
け
ど
、
あ
ま
り
知
ら
な
か
っ
た
。
周
り

か
ら
聞
く
話
で
は
、
変
わ
り
者
だ
し
、
浮

い
て
い
る
し
。
で
も
、
ス
ガ
ノ
農
機
主
催

の
「
土
を
考
え
る
会
」
で
は
博
士
み
た
い

な
こ
と
を
言
う
か
ら
、
や
っ
ぱ
り
す
ご
い

の
か
な
と
。
盛
川
さ
ん
は
30
ａ
の
区
画
を

１
ha
に
し
た
り
と
か
、
自
己
責
任
に
お
い

て
水
田
農
業
の
可
能
性
を
広
げ
て
く
れ
た

人
で
す
よ
。
そ
の
こ
と
は
自
分
も
経
営
の

中
に
ど
ん
ど
ん
取
り
入
れ
な
い
と
い
け
な

い
。
ま
ず
や
る
べ
き
な
の
は
農
地
の
集
積

化
と
感
じ
て
ま
す
。

昆　

直
播
は
ど
う
？

安
藤　

乾
田
直
播
も
湛
水
直
播
も
何
回
か

や
り
ま
し
た
。
そ
れ
で
平
均
収
量
か
そ
れ

に
近
い
と
こ
ろ
ま
で
い
っ
た
。
で
も
周
囲

に
は
、
代
か
き
し
て
田
植
え
を
す
る
の
が

本
来
の
コ
メ
づ
く
り
、
と
い
う
考
え
方
が

根
強
く
て
…
…
。「
コ
メ
の
捨
て
づ
く
り

を
し
て
い
て
ど
う
す
る
ん
だ
」
み
た
い
な

誤
解
が
地
域
に
あ
る
、
な
か
な
か
直
播
を

増
や
せ
な
い
ん
で
す
よ
。

昆　

直
播
を
す
る
こ
と
が
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ

ン
な
の
で
は
な
く
、
無
代
か
き
に
す
る
こ

と
が
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
な
ん
で
す
よ
ね
。

代
か
き
と
い
う
呪
縛
が
あ
る
け
ど
、
な
ぜ

代
か
き
し
な
い
と
い
け
な
い
ん
だ
、
と
い

う
こ
と
を
問
う
べ
き
だ
よ
ね
。
宮
城
の
高

橋
伸
君
が
無
代
か
き
に
し
た
ら
、
近
く
の

お
じ
さ
ん
が
「
水
を
入
れ
て
お
い
た
よ
」

と
言
う
ん
だ
っ
て
。
無
知
と
い
う
か
親
切

と
い
う
か
ね
、
当
人
は
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て

い
る
こ
と
な
の
に
。

飯
田　

そ
う
い
う
の
、
あ
り
ま
す
よ
ね
。

う
ち
も
無
代
か
き
を
最
初
に
や
っ
た
時
、

橋本 英介（39歳）
野球少年として育ち、野球部推薦で東京農業
大学に進学する。大学卒業後、実業団野球選
手として兵庫県尼崎市の株式会社田村コピー
入社。1999年、野球を離れ、イトーヨーカ
堂金町店にパート勤務。この間に物流の裏側
を学び、2002年に28歳で就農。現在、9年目。
同年から道の駅しょうなん農産物直売所・株
式会社ロータス取締役。経営面積は90ha。

飯田 勝市（38歳）
弘前大学農学部を卒業後、青森県深浦町の黄
金崎農場で6年間研修。2003年、実家で就農。
冬は酒蔵で精米のアルバイト。「コシヒカリ」
を15ha、大麦を15ha、大豆を3haで作る。
ほぼ全量を農協出荷。労働力は父61歳と本
人。
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く
る
ぶ
し
ま
で
し
か
足
が
埋
ま
ら
な
く
て

良
い
と
思
っ
た
。
そ
れ
を
近
く
の
高
齢
農

家
が
「
こ
ん
な
浅
く
ち
ゃ
だ
め
だ
よ
」
と

注
意
し
て
く
る
。
も
ち
ろ
ん
言
い
返
し
ま

し
た
よ
。「
あ
ん
た
が
作
っ
て
い
る
よ
り

よ
っ
ぽ
ど
根
は
深
く
張
る
し
、
稲
は
倒
れ

な
い
し
、
刈
る
時
に
は
コ
ン
バ
イ
ン
は
埋

ま
ら
な
い
し
。
こ
れ
で
良
い
ん
だ
よ
」と
。

で
も
駄
目
だ
っ
た
。そ
ん
な
様
子
だ
か
ら
、

う
ち
の
他
に
無
代
か
き
を
す
る
人
は
出
て

こ
な
い
で
す
よ
ね
。

昆　

新
し
い
技
術
と
い
う
の
は
当
人
は
納

得
し
て
も
、
土
地
を
借
り
て
い
る
人
た
ち

か
ら「
う
ち
の
田
ん
ぼ
を
ど
う
す
る
ん
だ
」

と
い
う
こ
と
が
あ
る
よ
ね
。
水
田
に
プ
ラ

ウ
を
入
れ
る
。
レ
ベ
ラ
ー
な
ん
か
、
高
い

機
械
だ
よ
ね
。
で
も
皆
さ
ん
結
構
使
う
よ

う
に
な
っ
た
。
プ
ラ
ソ
イ
ラ
に
し
て
も
作

業
跡
が
綺
麗
じ
ゃ
な
い
か
ら
と
抵
抗
さ
れ

た
時
代
も
あ
っ
た
け
ど
。
み
な
さ
ん
が
子

ど
も
の
頃
と
比
べ
れ
ば
、
ど
ん
ど
ん
変
わ

っ
て
い
る
よ
ね
。

黒
野　

愛
知
県
で
は
愛
知
県
農
試
が
開
発

し
た
不
耕
起
Ｖ
溝
直
播
が
確
立
さ
れ
て
い

て
、
県
内
に
広
が
っ
て
い
ま
す
よ
。
周
り

の
農
家
さ
ん
も
昔
か
ら
見
て
い
る
の
で
、

あ
る
意
味
見
慣
れ
て
い
る
の
か
な
と
い
う

感
じ
が
し
ま
す
。
た
だ
、
無
代
か
き
は
見

な
い
で
す
ね
。

昆　

愛
知
は
県
が
普
及
し
た
こ
と
が
あ
っ

て
、
直
播
の
割
合
は
高
い
で
す
よ
ね
。

黒
野　

た
だ
、
豊
田
市
内
で
の
レ
ベ
ラ
ー

の
普
及
は
ま
だ
ま
だ
で
し
て
。
合
筆
は
積

極
的
に
は
や
っ
て
い
な
い
感
じ
が
す
る
。

う
ち
は
や
っ
て
い
る
け
ど
。

昆　

橋
本
さ
ん
は
？

橋
本　

レ
ベ
ラ
ー
は
と
に
か
く
欲
し
い
で

す
ね
。
た
だ
今
は
ラ
イ
ス
セ
ン
タ
ー
の
方

に
お
金
を
か
け
て
い
る
の
で
、
導
入
す
る

の
は
難
し
く
て
。
合
筆
に
使
う
ユ
ン
ボ
は

買
っ
て
、
キ
ャ
リ

ア
ダ
ン
プ
は
業
者

に
借
り
て
い
る
。

そ
れ
で
ユ
ン
ボ
で

た
ぐ
っ
て
、
そ
れ

を
隣
り
の
田
ん
ぼ

に
移
し
て
、
耕
起

作
業
を
や
っ
て
る

け
ど
、
余
り
に
時

間
が
か
か
っ
て
大

変
。
レ
ベ
ラ
ー
が

あ
れ
ば
、
そ
れ
が

一
発
で
で
き
る
。
合
筆
し
や
す
い
ん
だ
ろ

う
な
と
思
う
。
だ
か
ら
す
ぐ
に
で
も
欲
し

い
。将

来
を
見
据
え
た
技
術

昆　

や
れ
る
人
は
や
る
ん
で
す
よ
。
あ
な

た
方
の
お
父
さ
ん
に
し
て
も
、
農
業
の
平

均
を
見
る
の
で
は
な
く
、
当
た
り
前
の
こ

と
を
や
っ
て
き
た
ん
で
す
。
そ
れ
は
や
る

人
に
し
か
で
き
な
い
ん
で
す
よ
ね
。
こ
れ

か
ら
、
農
地
は
ド
ー
ン
と
集
ま
っ
て
き
ま

す
よ
。
す
で
に
千
葉
や
愛
知
の
農
家
は
体

験
し
て
い
る
ん
だ
よ
ね
。
花
巻
だ
っ
て
栃

木
だ
っ
て
、近
い
将
来
き
っ
と
そ
う
な
る
。

そ
れ
こ
そ
圧
倒
的
に
。
そ
の
時
ま
で
、
自

分
た
ち
が
ど
ん
な
技
術
を
獲
得
し
て
い
る

か
と
い
う
こ
と
が
重
要
に
な
っ
て
く
る
。

飯
田　

う
ち
も
規
模
を
拡
大
で
き
る
よ
う

な
体
制
を
固
め
た
と
こ
ろ
で
す
。プ
ラ
ウ
、

バ
ー
チ
カ
ル
ハ
ロ
ー
、
レ
ベ
ラ
ー
、
さ
ら

に
昨
年
は
ジ
ョ
ン

デ
ィ
ア
社
の
１
１

５
馬
力
の
ト
ラ
ク

タ
ー
も
買
い
ま
し

た
。
隣
町
に
は
ホ

ン
ダ
の
工
場
が
あ

り
ま
し
て
、
私
の

同
世
代
と
か
親
世

代
は
働
き
に
行
っ

て
ま
す
。
農
業
は

土
日
を
利
用
し
て

や
る
感
じ
で
、
今

の
と
こ
ろ
土
地
は
動
か
な
い
。
だ
け
ど
、

レ
ベ
ラ
ー
を
見
た
人
た
ち
か
ら
圃
場
を
均

平
に
す
る
仕
事
が
増
え
、
６
ha
を
頼
ま
れ

る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

昆　

疎
植
も
や
っ
て
い
る
ん
だ
っ
け
？

飯
田　

そ
う
で
す
ね
、
育
苗
箱
の
使
用
枚

数
を
10
ａ
当
た
り
14
箱
か
ら
11
箱
に
減
ら

し
ま
し
た
。
播
種
量
は
１
箱
１
０
０
ｇ
。

種
も
苗
も
減
ら
し
た
か
ら「
コ
シ
ヒ
カ
リ
」

の
収
量
は
８
俵
ぐ
ら
い
で
す
が
、
手
間
が

減
っ
た
の
で
良
い
か
な
と
。
そ
れ
か
ら
麦

畑
に
は
緑
肥
を
ま
い
て
い
る
。
夏
の
暑
さ

を
利
用
し
て
草
を
生
や
す
。
い
つ
も
は
草

が
大
変
な
の
で
、
む
し
ろ
生
や
し
て
し
ま

え
と
。
緑
肥
で
占
有
さ
せ
て
し
ま
え
ば
、

管
理
は
楽
に
な
る
。「
お
か
し
い
こ
と
を

や
っ
て
い
る
奴
だ
な
」
と
見
て
い
る
周
り

も
、
段
々
と
こ
っ
ち
に
引
っ
張
れ
て
き
た

よ
う
で
、
田
ん
ぼ
は
疎
植
で
薄
く
な
っ
て

い
る
。
周
囲
は
年
寄
り
が
多
く
て
土
日
で

安藤 誠二（29歳）
2002年に高校を卒業後、建築関連会社へ就
職。04年実家で就農。05年に無人ヘリコプ
ターによる請負散布を行う（農）花フロシキ
理事就任。07年、岩手県花巻市の盛川周祐
さんらと花巻Myブランド研究会を設立。農
地の持続的保全と消費者ニーズを捉えるコメ
の付加価値化を検討しながら共同出荷をす
る。10年、スプラウトの生産と販売を手が
ける㈱耕野を設立。

黒野 貴義（33歳）
98年、東京農業大学短期大学部生物生産技
術学科に入学。00年、東京農業大学国際食
料情報学部食料環境経済学科に編入学。大学
卒業後の02年、石川県の㈱ぶった農産で研
修。03年に実家の㈲はっぴー農産の取締役
として就農。就農当時は27haだった経営面
積は66haまで増加。

特

集
【
創
刊
20
周
年
記
念
】
座
談
会 

水
田
農
業
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン



34農業経営者 2013年 5 月号

も
せ
が
れ
が
手
伝
っ
て
く
れ
な
い
の
で
、

省
力
の
技
術
が
受
け
入
れ
ら
れ
て
い
る
の

か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

昆　

若
い
人
は
い
な
い
ん
で
す
か
？

飯
田　

う
ち
の
地
域
で
40
歳
以
下
は
10
人

も
い
な
い
で
す
ね
。
主
な
担
い
手
は
肥
料

屋
さ
ん
が
60�

ha
、
そ
れ
か
ら
別
の
営
農
集

団
が
60�

ha
、次
に
大
き
い
の
が
う
ち
で
す
。

受
託
面
積
は
将
来
的
に
も
っ
と
増
え
る
で

し
ょ
う
ね
。

マ
ー
ケ
ッ
ト
に
応
じ
た
生
産
と
販
売

昆　

そ
う
い
う
農
業
者
を
農
協
が
き
ち
ん

と
み
て
い
る
の
か
と
い
う
こ
と
で
、
不
満

は
あ
り
ま
せ
ん
か
？

飯
田　

あ
る
こ
と
は
あ
り
ま
す
ね
。
大
き

く
て
も
小
さ
く
て
も
農
家
は
農
家
で
、
一

人
の
意
見
は
一
人
の
意
見
に
過
ぎ
な
い
。

例
え
ば
肥
料
の
価
格
に
つ
い
て
も
交
渉
の

余
地
が
な
い
。
別
に
農
協
か
ら
買
わ
な
く

て
も
良
い
ん
で
す
が
、
付
き
合
い
で
買
わ

な
い
と
面
倒
な
の
で
。

　

だ
か
ら
農
協
が
２
ｔ
車
で
肥
料
を
１
０

０
０
袋
だ
と
か
２
０
０
０
袋
だ
と
か
を
運

ん
で
来
て
も
、「
手
で
降
ろ
し
て
ね
」
と

言
い
ま
す
。「
フ
ォ
ー
ク
を
貸
し
て
く
れ
」

と
く
る
ん
だ
が
、「
値
引
き
し
な
い
ん
だ

か
ら
貸
さ
な
い
」
と
突
っ
ぱ
ね
る
（
笑
）。

農
協
の
組
合
長
に
相
談
し
た
ら
、「
検
討

は
し
ま
す
」
と
返
事
さ
れ
た
だ
け
。
大
口

値
引
き
は
一
応
あ
る
け
ど
、
１
％
し
か
効

か
な
い
で
す
か
ら
。
業
者
さ
ん
に
頼
ん
だ

ら
、
値
引
き
率
は
も
っ
と
良
い
で
す
よ
。

昆　

岩
手
は
政
治
も
農
協
も
強
い
印
象
で

す
が
、
今
も
変
わ
り
ま
せ
ん
か
？

安
藤　

農
協
も
ち
ょ
っ
と
変
わ
っ
た
か
な

と
感
じ
ま
す
。
た
と
え
ば
コ
メ
の
販
売
に

つ
い
て
全
農
で
は
な
く
商
社
に
も
手
を
か

け
て
る
。
た
だ
、
農
協
は
集
荷
に
一
生
懸

命
だ
け
れ
ど
も
、な
か
な
か
集
ま
ら
な
い
。

昆　

農
協
は
集
荷
力
だ
け
で
な
く
品
質
も

悪
い
で
し
ょ
。
う
ち
に
来
る
卸
の
関
係
者

に
よ
れ
ば
、
農
協
の
コ
メ
は
ど
う
に
も
な

ら
ん
と
。
品
質
が
ば
ら
ば
ら
で
。
す
で
に

農
家
段
階
で
ば
ら
ば
ら
な
ん
だ
よ
ね
。

橋
本　

確
か
に
卸
が
農
家
に
直
接
買
い
に

来
る
時
代
に
な
っ
て
い
ま
す
よ
ね
。
う
ち

も
経
営
規
模
も
ロ
ッ
ト
も
大
き
く
な
っ

て
、
直
接
取
引
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
。

こ
れ
を
生
か
さ
な
い
手
は
な
い
。
今
後
は

精
米
業
を
大
き
く
す
る
よ
り
も
、
コ
メ
の

生
産
に
特
化
し
て
、
卸
と
連
携
し
な
が
ら

彼
ら
の
ニ
ー
ズ
に
応
え
ら
れ
る
よ
う
に
す

る
方
が
、
経
営
的
に
プ
ラ
ス
に
な
る
の
で

は
な
い
か
と
。
完
全
に
精
米
業
を
な
く
す

わ
け
で
は
な
い
が
、
そ
の
割
合
を
見
極
め

た
い
。

昆　

と
こ
ろ
で
皆
さ
ん
、
ど
ん
な
品
種
を

作
っ
て
る
の
？

黒
野　

う
ち
は
お
客
さ
ん
が
品
種
を
指
定

す
る
の
で
は
な
く
、「
無
農
薬
が
欲
し
い
」

「
安
い
の
が
欲
し
い
」
と
い
う
感
じ
で
す
。

だ
か
ら
、
お
客
さ
ん
と
の
契
約
か
ら
逆
算

し
て
、
作
る
コ
メ
の
品
種
も
面
積
も
割
り

当
て
る
。
技
術
も
そ
う
で
、
生
協
向
け
に

は
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
に
沿
っ
て
農
薬
を
減
ら

す
。
技
術
に
し
て
も
品
種
に
し
て
も
、
あ

く
ま
で
お
客
さ
ん
の
要
望
に
応
じ
る
た
め

の
も
の
で
す
よ
ね
。

昆　

飯
田
さ
ん
の
と
こ
ろ
は
？

飯
田　

う
ち
は
「
コ
シ
ヒ
カ
リ
」
一
本
で

す
。
理
由
は
単
純
で
、
掃
除
を
し
た
く
な

い
か
ら
。
で
、
お
客
さ
ん
の
を
連
休
中
に

植
え
て
か
ら
、
そ
の
後
に
自
分
の
を
せ
っ

せ
と
植
え
て
い
く
。だ
か
ら
種
ま
き
は
３
、

４
回
に
分
け
て
い
ま
す
。
将
来
的
に
は
面

積
増
え
れ
ば
間
に
合
わ
な
い
の
で
、
品
種

を
増
や
そ
う
と
思
う
し
、
直
播
も
必
要
だ

な
と
感
じ
ま
す
。

昆　

北
海
道
の
む
か
わ
町
に
内
海
フ
ァ
ー

ム
の
長
門
さ
ん
て
い
う
人
は
、
い
ま
自
脱

型
と
汎
用
型
の
コ
ン
バ
イ
ン
を
持
っ
て
い

る
ん
だ
け
ど
、
自
脱
の
更
新
の
時
期
に
汎

用
に
変
更
し
よ
う
か
と
考
え
て
い
る
そ
う

で
す
。
府
県
の
人
た
ち
は
大
豆
や
麦
の
た

め
に
汎
用
を
持
っ
て
い
て
も
水
稲
に
は
使

わ
な
い
。
自
脱
型
も
そ
う
だ
け
ど
汎
用
型

も
価
格
が
安
く
耐
久
性
の
高
い
タ
イ
プ
が

出
て
き
て
い
る
。

　

品
種
や
品
目
も
検
討
し
な
が
ら
さ
、
投

資
し
た
機
械
を
ど
れ
だ
け
早
い
段
階
で
使

い
切
れ
る
か
と
い
う
こ
と
は
重
要
な
テ
ー

マ
だ
よ
。
汎
用
型
コ
ン
バ
イ
ン
は
ス
ピ
ー

ド
の
遅
さ
は
マ
イ
ナ
ス
だ
け
ど
、
麦
や
大

豆
を
刈
れ
る
な
ら
経
営
的
に
は
む
し
ろ
良

い
の
で
は
な
い
か
と
。
こ
れ
ま
で
の
世
代

の
人
た
ち
は
馬
力
の
大
き
さ
で
競
っ
て
き

た
け
ど
、
麦
や
大
豆
を
含
め
て
機
械
を
選

択
す
る
セ
ン
ス
を
若
い
人
に
は
持
っ
て
も

ら
い
た
い
。

安
藤　

確
か
に
、
汎
用
性
の
高
い
機
械
を

持
つ
こ
と
は
経
営
的
に
強
み
に
な
り
ま
す

よ
ね
。

飯田さんの乾もみと地代用玄米。乾もみや選別なしの玄米
をコンテナで農協に出荷できるため、経費や手間が省ける

飯田さんが雑草を生やさないために使っている
マメ科緑肥のセズバニア
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地
主
の
向
こ
う
に
い
る
お
客
様

昆　

と
こ
ろ
で
僕
は
昔
か
ら
「
お
天
道
様

と
お
客
様
」
と
言
っ
て
い
る
の
だ
け
ど
。

お
客
様
の
た
め
の
自
分
で
あ
る
と
い
う
こ

と
を
き
ち
ん
と
認
識
し
て
も
ら
い
た
い
。

飯
田　

そ
の
こ
と
で
最
近
気
づ
い
た
ん
で

す
が
、
地
主
さ
ん
の
向
こ
う
側
に
も
お
客

さ
ん
が
い
る
ん
だ
な
、
と
。
地
主
さ
ん
は

今
ま
で
田
ん
ぼ
を
や
っ
て
て
、
そ
の
家
族

な
り
親
戚
な
り
に
縁
故
米
を
配
っ
て
た
。

そ
れ
が
コ
メ
を
作
れ
な
く
な
っ
て
、
僕
の

と
こ
ろ
に
１
ha
や
２
ha
を
持
っ
て
く
る
。

２
ha
あ
れ
ば
20
俵
に
な
る
。
そ
の
中
か
ら

地
代
と
し
て
コ
メ
を
配
っ
て
評
判
が
良
い

と
、
親
戚
や
知
り
合
い
に
も
売
っ
て
く
れ

る
よ
う
に
な
る
ん
だ
よ
ね
。

黒
野　

う
ち
の
お
客
さ
ん
も
そ
ん
な
感
じ

で
す
ね
。
毎
月
第
４
土
曜
日
に
開
く
「
特

売
日
」
で
は
、
ラ
イ
ス
セ
ン
タ
ー
の
前
に

店
を
広
げ
て
、
い
つ
も
よ
り
ち
ょ
っ
と
安

く
コ
メ
を
売
る
。
そ
う
す
る
と
30
㎏
の
玄

米
を
売
っ
て
い
る
の
は
う
ち
し
か
な
い
か

ら
、
地
主
さ
ん
や
周
り
の
人
が
来
て
く
れ

る
。

　

皆
さ
ん
玄
米
を
買
っ
た
ら
、
コ
イ
ン
精

米
機
に
行
く
ん
で
す
ね
。
と
い
う
の
も
、

か
つ
て
は
玄
米
を
自
分
の
と
こ
ろ
で
保
管

し
て
て
、
コ
イ
ン
精
米
機
で
精
米
し
て
食

べ
る
と
い
う
習
慣
を
持
っ
て
い
た
。
そ
れ

が
年
取
っ
た
か
ら
米
作
り
を
止
め
る
と
、

保
有
米
や
縁
古
米
が
手
に
入
ら
な
く
な
っ

て
し
ま
っ
た
の
だ
け
れ
ど
、
そ
の
習
慣
は

残
っ
て
い
て
、
ス
ー
パ
ー
行
っ
て
も
30
㎏

の
玄
米
は
な
い
か
ら
、
う
ち
に
来
て
く
れ

る
。
そ
れ
に
玄
米
を
精
米
し
た
方
が
、
白

米
を
買
う
よ
り
も
安
い
。
お
年
寄
り
は
、

食
べ
盛
り
の
子
が
い
る
息
子
夫
婦
や
娘
夫

婦
に
そ
の
こ
と
を
勧
め
て
く
れ
る
。
だ
か

ら
お
客
さ
ん
が
広
が
る
ん
で
す
。

目
指
す
べ
き
は
農
村
経
営
者

昆　

な
る
ほ
ど
、
面
白
い
。
地
主
さ
ん
の

向
こ
う
に
お
客
さ
ん
が
い
る
と
い
う
の
は

新
し
い
切
り
口
だ
ね
。
最
後
に
み
な
さ
ん

の
将
来
展
望
を
聞
か
せ
て
く
だ
さ
い
。

黒
野　

私
は
４
月
号
の
『
農
業
経
営
者
』

に
登
場
し
て
い
た
長
野
県
の
紫
芝
さ
ん
が

理
想
像
で
す
ね
。
う
ち
は
遠
く
な
い
う
ち

に
規
模
の
拡
大
は
進
む
だ
ろ
う
け
ど
、
そ

う
な
る
と
売
り
先
の
確
保
が
大
変
に
な

る
。
そ
の
時
に
新
た
な
販
路
開
拓
も
大
切

で
す
が
、
地
域
の
人
た
ち
に
も
コ
メ
を
買

っ
て
も
ら
え
る
よ
う
な
存
在
に
な
り
た

い
。
長
野
の
よ
う
に
地
域
の
中
で
必
要
な

存
在
と
な
る
こ
と
で
、
逆
に
は
っ
ぴ
ー
農

産
を
守
っ
て
も
ら
え
る
よ
う
な
。

　

そ
れ
に
向
け
た
取
り
組
み
と
し
て
、
地

主
さ
ん
相
手
に
謝
恩
会
を
や
っ
て
い
る
と

こ
ろ
で
す
。
地
主
さ
ん
へ
の
感
謝
と
と
も

に
、
う
ち
が
ど
ん
な
考
え
を
持
っ
て
経
営

を
し
て
い
る
の
か
を
伝
え
る
。
地
主
さ
ん

か
ら
「
あ
そ
こ
頑
張
っ
て
い
る
な
」
と
い

う
評
価
を
頂
け
る
よ
う
に
な
り
た
い
。
地

域
の
担
い
手
と
住
民
が
相
互
に
支
え
合
う

こ
と
が
大
切
だ
と
思
い
ま
す
。

　

そ
の
た
め
に
例
え
ば
「
農
地
発
展
推
進

会
員
証
」
を
用
意
し
て
い
る
。
こ
れ
を
配

る
の
は
地
主
さ
ん
の
ほ
か
、
特
売
日
の
ポ

イ
ン
ト
カ
ー
ド
で
ポ
イ
ン
ト
を
貯
め
て
く

れ
た
う
ち
の
フ
ァ
ン
の
方
々
。
特
典
で
す

が
、コ
メ
は
い
つ
で
も
特
売
日
の
値
段
で
、

桃
は
10
％
引
き
で
お
買
い
求
め
頂
け
る
。

橋
本　

僕
も
そ
う
で
す
ね
。
地
域
と
の
交

流
と
し
て
、
昨
年
秋
に
外
部
団
体
の
主
催

で
収
穫
体
験
を
僕
の
圃
場
で
や
り
ま
し

た
。
そ
ん
な
行
事
を
今
後
は
増
や
し
て
い

こ
う
か
な
、
と
。
も
ち
ろ
ん
生
産
が
第
一

で
す
が
、
農
業
に
エ
ン
タ
ー
テ
イ
メ
ン
ト

性
を
少
し
ず
つ
取
り
入
れ
て
、
農
外
の

人
々
に
も
う
ち
の
経
営
を
理
解
し
て
も
ら

い
た
い
。
今
年
は
初
め
て
田
植
え
の
体
験

会
を
開
き
ま
す
。

飯
田　

同
感
で
す
ね
。
昨
年
、
保
育
園
に

通
っ
て
い
る
子
ど
も
に
、
コ
ン
バ
イ
ン
で

稲
刈
り
を
さ
せ
た
ん
で
す
。
そ
し
た
ら
先

生
も
喜
ん
で
、
子
供
た
ち
も
喜
ん
だ
。
手

植
え
や
稲
刈
り
は
あ
る
が
、
い
ま
の
農
家

は
そ
ん
な
こ
と
は
な
か
な
か
し
な
い
で
し

ょ
。
も
っ
と
リ
ア
ル
な
農
業
を
見
せ
て
、

子
供
た
ち
が
わ
く
わ
く
す
る
よ
う
な
こ
と

を
し
た
い
。
子
供
た
ち
が
農
業
に
興
味
を

持
っ
て
く
れ
れ
ば
、
先
が
続
く
と
思
う
ん

で
す
よ
。
今
度
は
町
に
い
る
若
い
人
た
ち

を
集
め
て
、
赤
と
紫
と
か
変
わ
っ
た
色
の

ジ
ャ
ガ
イ
モ
を
作
ら
せ
て
、
み
ん
な
で
食

べ
よ
う
か
と
計
画
し
て
い
ま
す
。

安
藤　

僕
も
右
に
同
じ
で
す
ね
。
こ
れ
か

ら
先
の
見
え
な
い
時
代
の
中
で
裸
一
貫
で

ど
こ
ま
で
で
き
る
か
。
そ
れ
に
は
地
域
の

社
会
や
経
済
に
根
差
し
た
経
営
体
を
作
る

こ
と
を
目
指
す
べ
き
だ
と
考
え
て
い
ま

す
。
経
営
を
発
展
さ
せ
る
に
も
、
村
社
会

な
の
で
色
々
な
し
が
ら
み
、
や
っ
か
み
が

あ
り
ま
す
が
、
自
分
の
信
念
は
間
違
っ
て

い
な
い
。
周
り
に
ど
う
言
わ
れ
よ
う
と
、

思
い
を
貫
く
つ
も
り
で
す
。

昆　

や
っ
た
こ
と
に
無
駄
な
ん
か
な
い
で

す
よ
。
そ
れ
を
無
駄
に
す
る
か
し
な
い
か

が
大
切
で
、
無
駄
に
し
た
ら
次
の
世
代
が

良
く
な
ら
な
い
。
君
た
ち
に
問
わ
れ
て
い

る
の
は
、
失
敗
も
成
功
も
含
め
、
ど
う
未

来
を
つ
く
る
の
か
で
す
。
一
番
大
事
な
の

は
、
お
天
道
様
と
お
客
さ
ま
。
残
念
な
こ

と
に
、
こ
れ
ま
で
の
農
業
は
お
天
道
様
だ

け
を
考
え
て
い
た
。
お
客
さ
ま
が
い
る
こ

と
も
考
え
な
い
と
い
け
な
い
。
そ
れ
が
分

か
っ
た
人
が
今
後
は
残
れ
る
ん
だ
と
思
う
。

皆
さ
ん
に
は
ぜ
ひ
頑
張
っ
て
頂
き
た
い
。

黒野さんが配っている「農地発展
推進会員証」
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